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本書の見方

 お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
 お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
 操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってください。

 押す・まわすなど、していた
だきたい操作を示しています。
 フタが開くなど、操作後の作
動を示しています。

 説明の対象となるもの・場所
を示しています。
 “してはいけません”“このよ
うにしないでください”“この
ようなことを起こさないでく
ださい”という意味です。

 機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、知っ
ておくと便利なことを説明しています。

■ ハイブリッド車特有の記載について
ハイブリッド車特有の部品名称やスイッチ名称を“〈○○○〉”で表示
しています。（〈補機バッテリー〉など）
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 警告

■ 停車場所およびサイドリフトアップシート・リフターを操作するときは

● 安全に操作でき、サイドリフトアッ
プシートを車外に降ろせるスペース
（1650mm以上）が確保できる平坦な
場所に停車してください。

 不整地や傾斜地では車いす・サイドリ
フトアップシートからの転落や、車い
す収納時に車いすが傾いて体や車両に
あたるなど、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

 また、サイドリフトアップシートの脱着
ができなかったり、狭い場所では車両に
乗降できなくなったり、不整地や傾斜
地では車いすの収納が困難になります。

 サイドリフトアップシート昇降・脱着
スペース1650mm以上

 シフトレバーをPの位置にする

 パーキングブレーキを確実にかける
 パーキングブレーキがオートモードのときは、シフトレバーをPの位置に
したときに、自動でパーキングブレーキがかかります。（→標準車取扱書
の「運転のしかた」）

● サイドリフトアップシートを車外に出すときは、歩行者や自転車の有無など、
周囲の安全を確認してから操作してください。

 周囲の安全を確認せずに操作すると、思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

サイドリフトアップシート（脱着タイプ）について

● 本書におけるウェルキャブ（サイドリフトアップシート車 - 脱着タイ
プ）の操作はすべて介助の方が行ってください。

● この項目では、サイドリフトアップシート（脱着タイプ）について、
必ず守っていただきたいことをまとめてあります。
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 警告

● 重大な傷害を受けるおそれがあり危険ですので、次のような場所ではサイド
リフトアップシートの脱着をしないでください。

 サイドリフトアップシートが引き出しにくかったり、急に動き出したり、サ
イドリフトアップシートとリフターが破損するおそれがあります。

 また、サイドリフトアップシートの車輪が接地する前に後輪のブレーキがか
かっていることを確認してください。

 路肩に乗り上げた状態での操作禁止

 段差のある路面での操作禁止

 整備されていない道（じゃり道・雪道など）での操作禁止



12 1-1. 安全なドライブのために

● 助手席側サードシートに乗員がいない
ことを確認してください。

 サイドリフトアップシートやリフター
に巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

 警告

 傾斜のある路面での操作禁止

■ サイドリフトアップシート・リフターを操作する前に

● サイドリフトアップシートの接地面周
辺に障害物がないことを確認してくだ
さい。

 障害物があるとサイドリフトアップ
シートの脱着ができなくなるだけでな
く、サイドリフトアップシートを損傷
したり、けがをするなど思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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 警告

■ サイドリフトアップシート・リフターを操作するときは

● 正しい姿勢で乗車してください。
 （→P.30）

● 必ず助手席側スライドドアを全開にし
てください。

● 乗員の体について十分な安全確認をし
てください。

 サイドリフトアップシートを回転・昇
降させるときに頭や手足をドア開口部
にあてるなど思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

 ドア開口部と頭部の接触に注意する

 ドア開口部とアームレストのすき間に
挟まれないように注意する

 ドア開口部と足の接触に注意する
● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

● サイドリフトアップシート・リフター作
動時、サイドリフトアップシート・リ
フターの下および周辺に手足や荷物を
入れないでください。

 手足を挟まれけがをしたり、荷物を損
傷するおそれがあります。
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 警告

■ サイドリフトアップシート・リフターを車内に格納したときは

サイドリフトアップシートが確実に格納さ
れているか確認してください。
確実に格納されていないと、走行中にサイ
ドリフトアップシートが動き、思わぬ事故
の原因になって重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

正常格納時： 格納完了時、“ピピッ”と
ブザーが鳴ります。

異常格納時： 格納不良のまま助手席側スラ
イドドアを全開位置から動か
すと“ピーピー”という断
続音が鳴ります。

異常格納時は、助手席側スライドドアを全
開にしてから操作スイッチの「上」を押し
続け、格納を完了させてください。
格納不良のままだと車両のバッテリー〈補
機バッテリー〉あがりの原因にもなります。

■ サイドリフトアップシート乗員のシートベルトの着用

走行前に必ずシートベルトを正しく着用し
てください。（→標準車取扱書の「シート
ベルト」）
正しく着用しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突したときなどにシートベルトが
十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

● シートベルトを着用した状態ではス
イッチを押してもサイドリフトアップ
シートは回転・下降作動しません。

● 腰部ベルトは必ずアームレストの下を
通してください。
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 警告

■ チャイルドシートについて

● シートベルトでサイドリフトアップ
シートに固定しているときは、チャイ
ルドシートを装着したまま操作しない
でください。

 無理にスライドまたはリクライニング
操作をすると、サイドリフトアップシー
トやシートベルトが破損したり、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

● ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用
バー＆トップテザーアンカーでサイド
リフトアップシートに固定していると
きは、チャイルドシートを装着したま
ま操作しないでください。

 無理にスライド、リクライニングまたは
回転および昇降操作をすると、サイド
リフトアップシートやチャイルドシー
トが破損したり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

 （ISOFIX 対応チャイルドシート固定専
用バー＆トップテザーアンカー→標準
車取扱書の「チャイルドシート」）
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 注意

■ 損傷・故障を防ぐために

市販のクッションなどをサイドリフトアッ
プシートに取り付けるときは、サイドリフ
トアップシートのシートクッションと背も
たれのあいだに市販のクッションの取り付
け部を挿し込まないでください。

● サイドリフトアップシート昇降作動時、サイドリフトアップシートの可動部
などに市販のクッションの取り付け部があたり、市販のクッションの取り付
け部およびサイドリフトアップシートを損傷するおそれがあります。

● サイドリフトアップシート昇降作動時、サイドリフトアップシートの可動部
などに市販のクッションの取り付け部があたると、サイドリフトアップシー
トが作動しなくなるおそれがあります。サイドリフトアップシートが作動し
なくなったときは、P.104以降の要領でサイドリフトアップシートを車内
にもどし、そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。
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車いすの固定について

車いすの固定について、必ず守っていただきたいことをまとめてありま
す。

 警告

■ 車いすの固定確認

確実に固定されているか確認してくださ
い。
急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに車いすが車室内にとび込んだり、車い
すが動いて車両や車いすが損傷するなど、
重大な事故につながるおそれがあり危険で
す。
また、車いす固定ベルトにねじれがないこ
とも確認してください。

■ 車いす固定ベルトについて

車いす固定ベルトは、サードシートのうし
ろ側にあることを確認してください。
車いす固定ベルトがサードシート前側にあ
る場合、サードシートに乗車の方の体に巻
きつき、窒息など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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車両・車両のバッテリー〈補機バッテリー〉について

車両および車両のバッテリー〈補機バッテリー〉について、必ず守って
いただきたいことをまとめてあります。

 知識

■ 車両のバッテリー〈補機バッテリー〉の取り扱いについて

サイドリフトアップシート・リフター操作中に車両のバッテリー〈補機バッテ
リー〉をはずさないでください。サイドリフトアップシート・リフターが作動し
なくなります。
サイドリフトアップシート・リフター操作中に車両のバッテリー〈補機バッテ
リー〉の交換またははずしたときは、車両のバッテリー〈補機バッテリー〉の接
続状態を確認し、リセット操作をしてください。（→P.104）

 注意

■ 故障・破損を防ぐために

サイドリフトアップシートを車内にもどす
前に、助手席側サードシートが格納・前倒
しされていないことを確認してください。
サイドリフトアップシートのハンドルと助
手席側サードシートがあたり、シート・ハ
ンドルの破損や故障の原因になります。

■ 車高変化の禁止

車高がかわる改造をしないでください。
サイドリフトアップシート下降時、車輪が
開ききる前に接地したり、車輪が開ききっ
ても接地できないため、サイドリフトアッ
プシートをリフターから取りはずすことが
できなくなります。
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サイドリフトアップシートの調整
 前後位置調整

 （シート前後スライドスイッチ）

 リクライニング調整
 （シートリクライニングスイッ
チ）

 知識

■ 作動条件について

サイドリフトアップシートが車内に正常格納されていない状態では、前後位置調
整・リクライニング調整はできません。

■ サイドリフトアップシートの前後スライド量について

前後に合計100mm移動することができます。

■ シートアレンジについて

● サイドリフトアップシートは左右位置調整をすることはできません。

● サイドリフトアップシートはフラットシートにすることはできません。
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 警告

■ リクライニング調整について

走行中は背もたれを必要以上に倒さないで
ください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐ
り、腹部などに強い圧迫を受けるなど生命
にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあ
り危険です。
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 注意

■ 故障・損傷を防ぐために

● 前後位置調整・リクライニング調整の作動が完了したらスイッチから指を離
してください。

 スイッチを押し続けると故障の原因になります。

● スイッチの上にものを置かないでください。
 スイッチが押されっぱなしになり、車両のバッテリー〈補機バッテリー〉あ
がりの原因になります。

● スイッチに飲み物などをこぼさないでください。
 作動不良や故障の原因になります。

● サイドリフトアップシートの背もたれを後方に倒しすぎないでください。
 サイドリフトアップシートのハンドルと荷物や助手席側サードシートがあた
り、損傷するおそれがあります。

● 次のようなときは、サイドリフトアップシートの背もたれをいちばん前にし
てから行ってください。

 サイドリフトアップシートのハンドルと助手席側サードシートがあたり、損
傷するおそれがあります。
･ 前倒しされた助手席側サードシートの背もたれを起こすとき
･ 助手席側サードシートを格納および着座状態にもどすとき
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■ ヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるように調整してください。

ヘッドレスト
 上げる
 下げる
下げるときは、解除ボタンを押しなが
ら操作します。

 知識

■ ヘッドレストを取りはずすときは

解除ボタンを押したまま引き抜きます。

解除ボタン
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 警告

■ ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

● ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

● ヘッドレストは正しい位置に調整する

● ヘッドレストを調整したあとは、ヘッドレストを押し下げて固定されている
ことを確認する

● ヘッドレストをはずしたまま走行しない

● ヘッドレストの取り付け・取りはずしをするときは、指を挟むなどけがをす
るおそれがあるため、十分注意する
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アームレスト

 アームレストを一度、いちばん
上まで持ち上げる

調整のしかた

 アームレストをいちばん下まで
下げ、アームレストのロックを
解除する

 アームレストをお好みの位置ま
で上げる
・ アームレストが固定されます。
・ 一度固定されるとその位置から下
へは動きません。再調整するとき
は、最初からやり直してください。
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 知識

■ サイドリフトアップシート乗員のシートベルトの着用

アームレストを上げた状態にすると、シートベルトの着用が容易になります。

 警告

■ サイドリフトアップシート乗員のシートベルトの着用

→P.14

■ サイドリフトアップシートを車いすとして使用するときは

アームレストを下げてください。
アームレストを上げた状態で使用すると上体が不安定になり、サイドリフト
アップシートから転落するなど、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

 注意

■ 右側アームレストの操作をするときは（電動式のみ）

右側アームレストを調整するとき、ジョイスティックのコードを持たないでく
ださい。
コードを損傷するおそれがあります。
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 上げる
 下げる

 上げる
 下げる

サイドリフトアップシートの回転および昇降操作は、フットレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。
サイドリフトアップシートの回転・昇降、およびリフターから取りはず
したサイドリフトアップシートでの移動時、必ずフットレストを下げ、
乗員の足がフットレストの上にのっていることを介助の方が確認してく
ださい。

フットレスト

左右に展開・格納するときは

上下に展開・格納するときは
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 警告

■ フットレストを操作するときは

必ずフットレスト先端部を持って操作して
ください。
回転部近くを持つと指などを挟み、けがを
するおそれがあります。



292-1. サイドリフトアップシート（脱着タイプ）

2

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
（
脱
着
タ
イ
プ
）

シートベルト
サイドリフトアップシート左側に装
備されます。
着用方法は標準車と同様ですので、
標準車取扱書の「シートベルト」を
お読みください。
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正しい乗車姿勢

 アームレストを下げ、両腕をアー
ムレストの内側におく

 両ひざをそろえてサイドリフト
アップシートの内側に収まるよ
うに座る

 フットレストを下げ、両足をフッ
トレストにのせる
フットレストに足をのせることができ
ない場合は、足がサイドリフトアップ
シートとボデーのあいだで挟まれない
ように介助の方が支えてください。

次のように正しい姿勢で乗車してください。

 警告

■ サイドリフトアップシートを使用するときは

● サイドリフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方
の場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態でのサイドリフトアップシー
トの回転が困難になりますのでご注意ください。

● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

● サイドリフトアップシートの回転・昇降中、サイドリフトアップシートとリ
フターは固定されていません。サイドリフトアップシートにもたれかかった
り、サイドリフトアップシートを押したりしないでください。

 サイドリフトアップシートが脱落し、思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●リフター作動時、頭上や手足に注意してください。
 頭や手足をドア開口部にあてるなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。（→P.13）



312-1. サイドリフトアップシート（脱着タイプ）

2

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
（
脱
着
タ
イ
プ
）

 警告

■ サイドリフトアップシートを車いすとして使用するときは

● 必ずアームレストを使用してください。
 アームレストを上げたままだとサイドリフトアップシート乗車の方の体が不
安定になったり、転落のおそれがあり危険です。

● 必ずサイドリフトアップシート乗車の方の足がフットレストにのっているこ
とを確認してください。

 路面とサイドリフトアップシートとのあいだで足を挟まれるなど、けがをす
るおそれがあります。

● 不整地や傾斜地および段差の乗りこえなどには十分注意してください。
 サイドリフトアップシートが不安定になり、転倒などのおそれがあり危険で
す。

● サイドリフトアップシートの走行性能（→P.66）をこえる道を走行しない
でください。
・ サイドリフトアップシートには転倒防止装置は装着されていません。無
理な走行をすると転倒するおそれがあり危険です。

・ 整備されていない道（じゃり道・雪道など）はサイドリフトアップシー
トが走行できない、もしくは転倒するおそれがあり危険です。

● サイドリフトアップシートの車輪に強い衝撃や力を与えないでください。
 車輪の変形やリンクの曲がりなどにより車輪の格納ができなくなるおそれが
あります。

 注意

■ 故障を防ぐために

降雨時・降雪時にはできるだけ使用を控えてください。
ブレーキ性能の低下や電装品に悪影響を与えたり、変色やしみの原因になりま
す。
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操作スイッチでサイドリフトアップシート（脱着タイプ）・リフターの
回転、および昇降操作ができます。
すべての操作は必ず介助の方が行ってください。

操作スイッチ

 上昇・回転
 回転・下降
操作しないときは、スイッチ側を車両
うしろ側に向けてホルダーにもどしま
す。

操作スイッチ

ホルダー

 知識

■ 作動条件について

● シートベルトを着用していると、操作スイッチを押しても“ピー…”とブザー
が鳴り、サイドリフトアップシートは回転および下降しません。（→P.38）

● 助手席側スライドドアが全開になっていないと、操作スイッチを押しても
“ピー…”とブザーが鳴り、サイドリフトアップシート・リフターは回転およ
び昇降しません。（→P.38）

■ 作動について

● サイドリフトアップシート・リフター作動中に、操作スイッチから指を離すと、
その位置で停止します。

● サイドリフトアップシート・リフターは、操作スイッチを押し、“ピーッ”と
ブザーが鳴ってから作動します。（→P.38）
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■ 操作スイッチを収納するときは

操作スイッチを使用しないときは、ホル
ダーに正しい方向で収納してください。
ホルダー以外の場所に収納したり正しい方
向で収納しないと、サイドリフトアップ
シート・リフターが思わぬ動きをして重大
な事故につながるおそれがあり危険です。

 警告

 注意

■ 故障を防ぐために

● 操作スイッチはコードを持って引っ張ったり、からませないでください。
 コードが断線するおそれがあります。

● サイドリフトアップシート・リフターがいっぱいまで回転・昇降したらスイッ
チから指を離してください。

● 操作スイッチの切りかえ操作をするときは、1秒以上たってから行ってくだ
さい。

 瞬時に「上」「下」の切りかえを行うとサイドリフトアップシート・リフター
が故障するおそれがあります。

● 操作スイッチを断続的に押さないでください。
 故障の原因になりますので、スイッチは押し続けてください。

● 操作スイッチは電子部品のため、次のことを必ずお守りください。
・ 分解しない
・ 落としたり、踏むなどの強い衝撃を与えない
・ 飲み物などをこぼしたり、水たまりなど、水中に落下させない
 （防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください）

● 操作スイッチの清掃にシンナー・ガソリン・ベンジンなどの溶剤を使用しな
いでください。

 表面が変形するおそれがあります。清掃するときは、水またはぬるま湯を布
などに含ませ、固くしぼってからふいてください。

● 操作スイッチを使用しないときは、ホルダーに正しい方向で収納してください。
 使用時に引っかかったり、コードがねじれて断線につながるおそれがあります。

● 助手席側スライドドアを閉めるときは、操作スイッチやコードを助手席側ス
ライドドアに挟み込まないように注意してください。

 操作スイッチが破損したり、コードが断線するおそれがあります。
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 安全で平坦な場所にエンジンを
かけたまま〈ハイブリッドシス
テムが作動状態のまま〉停車す
る

 車両左側にサイドリフトアッ
プシートが乗降できるスペー
ス（1650mm以上）を確保
する

 シフトレバーをPの位置にす
る

 パーキングブレーキをかける
パーキングブレーキがオート
モードのときは、シフトレバー
を Pの位置にしたときに、自動
でパーキングブレーキがかかり
ます。（→標準車取扱書の「運転
のしかた」）

サイドリフトアップシート（脱着タイプ）は、助手席側セカンドシート
を回転・下降後、リフターから離して車いすとして使用することができ
ます。

サイドリフトアップシート・リフターの操作をするときは

● 操作はすべて介助の方が行ってください。
● 格納後はサイドリフトアップシートを前後左右にゆすり、サイドリフ
トアップシートが確実に格納されたことを確認してください。

サイドリフトアップシート・リフターを操作する前に

 サイドリフトアップシート・リフターの周囲および作動範囲内に、人
や荷物がないことを確認する

 サイドリフトアップシートのシートベルトをはずす
はずしたシートベルトがアームレストにかかっていないことを確認してください。
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 サイドリフトアップシートを回
転・昇降するときは、サイドリ
フトアップシートを次の状態に
調整する

 アームレストを下げる
 フロントハンドブレーキで後
輪のブレーキをかける

 フットレストを下げる

 マニュアルシート装着車
 リクライニングレバーを引き
ながら背もたれを車両前側に
いっぱいまで倒す

 リクライニングレバーを引か
ずにそのまま“カチッ”と音
がするまで背もたれを起こす
調整後、背もたれを前後左右にゆ
すり、確実に固定されていること
を確認します。

 助手席シートのスライドレ
バーを引きながら、いちばん
うしろのロック位置から9段
以上前方に移動させる
調整後、助手席シートを前後左右
にゆすり、確実に固定されている
ことを確認します。

 助手席シートを次のように調整する
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 パワーシート装着車
 リクライニングスイッチを前
方に押し続け、背もたれを車
両前側にいっぱいまで倒す

 スライドスイッチを前方に押
し続け、助手席シートを助手
側スライドドア開口部より前
側まで移動させる

 サードシートが格納されている
ときは、助手席側サードシート
を着座状態にし、サードシー
トの前後いずれかのスライドレ
バーを引きながら、助手席側サー
ドシートを後方にスライドさせ
る
シート側のマークがレール側のマーク
より後方になるように、助手席側サー
ドシートをスライドさせます。

レール側マーク

シート側
マーク
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 知識

■ 安全装置について

● サイドリフトアップシートのリクライニング作動時、背もたれに大きな負荷が
かかるなどリクライニング作動がさまたげられると、“ピー”とブザーが鳴り、
リクライニング作動が停止します。（サイドリフトアップシートの背もたれが
回転・昇降に適した位置まで動かないため、サイドリフトアップシートを車外
に完全に出すことはできません）（→P.38）

 この場合、サイドリフトアップシート乗車の方の背中を背もたれから少し浮か
せるなど、背もたれに負荷がかかっていない状態にしたあと、シートリクライ
ニングスイッチまたは操作スイッチを再び押すと、正常に作動します。

● サイドリフトアップシート・リフター作動中、障害物にあたるなどサイドリフ
トアップシート・リフターの作動がさまたげられると、“ピピピッ”とブザー
が鳴り、サイドリフトアップシート・リフターは少し反転して停止します。

 （→P.38）
 この場合、サイドリフトアップシート乗車の方の手足などが車両にあたってい
ないことを確認し、障害物を取り除くなどしたあと、操作スイッチを再び押す
と正常な作動にもどります。

■ Stop & Start システム★について

Stop & Start システムによるエンジン停止中、助手席側スライドドアを全開に
するとエンジンが再始動します。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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 知識

■ ブザーについて

動作や状況に応じて次のようにブザーが鳴ります。

ブザー 動作・状況

ピーッ 操作スイッチを押してサイドリフトアップシート・リフ
ターが作動するとき

操作スイッチの「上」を押してサイドリフトアップシート・
リフターが格納完了したとき

ピピッ

サイドリフトアップシートでシートベルトを着用したま
ま操作スイッチを押したとき

ピー…※1
助手席側スライドドアを全開にしないで操作スイッチを
押したとき

サイドリフトアップシートの背もたれに大きな負荷がか
かり、背もたれが動かないとき

ピー

警
告
時

サイドリフトアップシート・リフターが回転中、障害物
にあたるなどサイドリフトアップシート・リフターの作
動がさまたげられたとき

ピピピッ

サイドリフトアップシート・リフターが完全に格納され
ていない状態で、助手席側スライドドアを手動で全開位
置から動かしたとき

ピーピー…

サイドリフトアップシート・リフター下降時、サイドリ
フトアップシートが脱着できる位置を検知したとき

サイドリフトアップシートとリフターのセットが異常な
とき

サイドリフトアップシート・リフターが完全に格納され
ていない状態で、パワースライドドアスイッチを押して
助手席側スライドドアを自動で閉めようとしたとき

ピピッ※2

※1：操作スイッチを押しているあいだ、鳴り続けます。
※2：ブザーが助手席側スライドドアのスライドドア内から鳴ります。
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 警告

■ 助手席側スライドドアの開閉について

サイドリフトアップシート・リフターの操作をするときは、助手席側スライド
ドアの開閉はパワースライドドアの自動開閉で行い、手動で開閉しないでくだ
さい。
サイドリフトアップシート・リフター操作中に手動で助手席側スライドドアを
閉めると、サイドリフトアップシート・リフターや助手席側スライドドアを損
傷したり、サイドリフトアップシート・リフターと助手席側スライドドアのあ
いだで手足などを挟まれ、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

■ サイドリフトアップシート・リフターを操作する前に

● サイドリフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方
の場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態でのサイドリフトアップシー
トの回転が困難になりますのでご注意ください。

● 必ず平坦な場所でシフトレバーをPの位置にし、パーキングブレーキを確
実にかけてください。（→P.10）

 車いすやサイドリフトアップシートから転落するなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

● 車両左側にサイドリフトアップシートを車外に降ろせるスペース
（1650mm以上）が確保されていること・下降位置および周辺に障害物が
ないことを確認してください。（→P.10）

 障害物があるとサイドリフトアップシートの脱着ができなくなるだけでな
く、サイドリフトアップシートを損傷するおそれがあります。

● 必ず後輪のブレーキがかかっている（フロントハンドブレーキのレバーが
ロック側になっている）ことを確認してください。

 サイドリフトアップシートとリフターが離れたときにサイドリフトアップ
シートが急に動き出し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

● 助手席側サードシートに乗員がいないことを確認してください。（→P.12）
 助手席側サードシートの乗員がサイドリフトアップシート・リフターに巻き
込まれ、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

● サイドリフトアップシートのシートベ
ルトが確実にはずしてあること、および
シートベルトがアームレストに引っか
かっていないことを確認してください。

 シートベルトがアームレストに引っか
かったままサイドリフトアップシート
を操作すると、シートベルトが体にか
かってけがをしたり、サイドリフトアッ
プシートが故障するおそれがあります。
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 警告

■ サイドリフトアップシート・リフターを操作するときは

● 必ずP.35, 36の の状態に助手席シートを調整してください。
 助手席シートの背もたれがうしろ側に倒れた状態、または後方にスライドし
た状態のままサイドリフトアップシートを操作すると、助手席シートがサイ
ドリフトアップシート乗車の方にあたってけがをしたり、助手席シートとサ
イドリフトアップシートがあたり、シートの破損や故障の原因になります。

● サイドリフトアップシートに乗車の方の頭や手足に注意してください。
 頭・腕・ひざ・つま先をドア開口部にあてるなど思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。（→P.13）

● サイドリフトアップシート・リフター作動時、サイドリフトアップシート・
リフターの下および周辺に手足や荷物を入れないでください。（→P.13）

 手足を挟まれけがをしたり、荷物を損傷するおそれがあります。

● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

● 必ずアームレストをいちばん下に下げ、使用してください。
 アームレストを使用しないと乗車姿勢が不安定になったり、転落のおそれが
あります。

■ 助手席シートを操作するときは

助手席シートを後方にスライドおよび背もたれを倒すときは、サイドリフト
アップシート乗車の方にあたらないことを確認しながら行ってください。
サイドリフトアップシート乗車の方に助手席シートがあたり、けがをするおそ
れがあります。（助手席シートの操作→標準車取扱書の「フロントシート」）
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 注意

■ 故障・破損を防ぐために

● サイドリフトアップシート・リフターを操作する前に、可動部周辺に障害物
がないことを確認してください。

 障害物とサイドリフトアップシート・リフターがあたり、破損するおそれが
あります。

● サイドリフトアップシートのリフト能力100kgをこえないようにしてくだ
さい。

 サイドリフトアップシートが故障するおそれがあります。

■ 車両のバッテリー〈補機バッテリー〉あがりを防ぐために

サイドリフトアップシート・リフターを操作するときは、エンジンをかけて〈ハ
イブリッドシステムを作動状態にして〉おいてください。
エンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止した状態で操作すると、車両のバッ
テリー〈補機バッテリー〉あがりの原因になります。また、車両のバッテリー〈補
機バッテリー〉の容量が不足しているときにエンジン〈ハイブリッドシステム〉
を停止した状態でサイドリフトアップシート・リフターを操作すると、サイド
リフトアップシート・リフターが作動中に停止することがあります。
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 助手席側スライドドアを全開にする
 操作前に、次の状態を確認する
・ サイドリフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
（→P.30）
・ サイドリフトアップシートでシートベルトを着用していないこと
・ サイドリフトアップシートの状態（→P.35）
・ フロントハンドブレーキでサイドリフトアップシート後輪のブレーキがかけ
られていること（→P.59）

・ 助手席シートの状態（→P.35, 36）
・ 助手席側サードシートに乗員がいないこと

 操作スイッチの「下」を押し続け、
サイドリフトアップシートを回
転・下降させる

サイドリフトアップシートを車外に出すときは

 “ピーッ”とブザーが鳴り、回
転開始位置までサイドリフト
アップシートが動きます。

 サイドリフトアップシートが
回転しながら車両前方に移動
します。
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 サイドリフトアップシートが
車外へスライドし、下降しま
す。

 ある程度下降するとサイドリ
フトアップシートの下降が一
時停止し、車輪が出てきます。
車輪が出おわると再び下降を始め
ます。

 サイドリフトアップシートが
脱着できる位置まで下降する
と自動的に下降が停止し、“ピ
ピッ”とブザーが鳴ります。
・ サイドリフトアップシートの車
輪が接地後、フットレストが下
降し、リフターの下降が停止し、
“ピピッ”とブザーが鳴るまで操
作スイッチの「下」を押し続け
ます。

・ リフターが確実に停止したこと
を確認してから、スイッチから
指を離します。
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 アームレストを持ってサイドリ
フトアップシートを引き出す

 フロントハンドブレーキを引き、
後輪のブレーキを解除する
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 知識

■ 作動条件について

→P.32

■ ガソリンスタンドでは

給油時は助手席側スライドドアが全開できないため、サイドリフトアップシート
は昇降できません。ガソリンスタンドでサイドリフトアップシートを使用すると
きは、先にサイドリフトアップシートを操作して助手席側スライドドアを閉めて
から、給油口を開けてください。

■ サイドリフトアップシートとリフターのセット位置がずれ、“ピー”とブザー
が鳴り、下降途中に停止したときは

サイドリフトアップシートの車輪が出る途中で接地面の障害物などにあたり、サ
イドリフトアップシートとリフターのセット位置がずれると、“ピー”とブザー
が鳴り、下降が停止します（→P.38）。下降が停止したときは、次の手順で復
帰させてください。

 操作スイッチの「上」を押し続け、サイドリフトアップシートを格納する

 障害物を取り除くか、場所をかえてサイドリフトアップシートを下降させる

■ フットレストの黄色マーク（→P.55）が見えた状態で“ピー”とブザーが鳴り、
下降途中に停止したときは

介助の方がサイドリフトアップシート乗車の方の足を支えるなど、フットレスト
に力をくわえない状態にし、再度操作スイッチの「下」を押し続け、サイドリフ
トアップシートを下降させてください。

■ サイドリフトアップシートが引き出せないときは

サイドリフトアップシートを下降途中で止めると、サイドリフトアップシートと
リフターが離れていないため、サイドリフトアップシートの引き出しができませ
ん。サイドリフトアップシートの引き出しができないときは、“ピピッ”とブ
ザーが鳴るまで操作スイッチの「下」を押し続け、完全に下降させてください。
（→P.43）

■ サイドリフトアップシート下降時

車両の状態によっては、左右の車輪が同時に接地しない場合があります。“ピピッ”
とブザーが鳴るまで操作スイッチの「下」を押し続け、完全に下降させてください。
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 警告

■ サイドリフトアップシートを引き出すときは

サイドリフトアップシートを引き出すときは、アームレストをしっかり押さえ
てください。
後輪のブレーキを解除したとき、サイドリフトアップシートが動き出すおそれ
があります。

 注意

■ 故障・破損を防ぐために

● サイドリフトアップシート操作中は、フットレストに力をくわえないでくだ
さい。

 電極部などが破損したり、下降途中に停止するおそれがあります。（→P.45）

● サイドリフトアップシートを車外に出したまま放置しないでください。
 特に炎天下・雨天・寒冷時などにおいて、カバー類の変形やモーターなどの
凍結、錆び付きなどのおそれがあります。
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 操作前に、次の状態を確認する
・ 助手席側スライドドアが全開になっていること
・ 助手席側サードシートに乗員がいないこと
・ リフターから引き出したサイドリフトアップシートがリフターのセンサー光
の感知範囲内にないこと（→P.48）

 操作スイッチの「上」を押し続け、
リフターを上昇・回転させる

リフターを車内にもどすときは

 “ピーッ”とブザーが鳴り、リ
フターが上昇・車内へスライ
ドします。

 いっぱいまでスライドする
と、リフターが車両後方に移
動しながら回転します。
いっぱいまで回転し、自動的に停
止（完全に格納）し、“ピピッ”と
ブザーが鳴ったらスイッチから指
を離します。

 助手席側スライドドアを閉める
ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止してください。
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 知識

■ 作動について

● リフターから引き出したサイドリフトアップシートがリフターのセンサー光
の感知範囲内にあると、リフターから引き出したにもかかわらず、センサーが
反応してリフターが上昇しないことがあります。

 リフターが動かないときは、次の手順で操作してください。

 サイドリフトアップシートをセンサー
光の感知範囲外に移動させる
・ 反射板など、センサー光に影響を与え
るおそれがあるものがセンサー光の感
知範囲内にある場合は、反射板なども
センサー光の感知範囲外に移動させて
ください。

 センサー光

 リフター作動時のセンサー光の感知
範囲

 操作スイッチの「下」を押し続け、リフターをいっぱいまで下降させる

 操作スイッチの「上」を押し続け、リフターを上昇・回転させる

● リフターが地面に着いた状態から上昇させる場合、地面から離れた直後にブ
ザーが鳴り、停止することがありますが、異常ではありません。再度操作スイッ
チを押し直してください。

■ 助手席側スライドドアについて

サイドリフトアップシート・リフターの格納が不完全な状態で助手席側スライド
ドアを全開位置から動かすと、ブザー（“ピーピー”という断続音）が鳴り、サ
イドリフトアップシート・リフターが正常に格納されていないことをお知らせし
ます。（→P.38）

● 自動で助手席側スライドドアを閉めようとしても、助手席側スライドドア内か
ら“ピピッ”とブザーが鳴り、助手席側スライドドアは作動しません。（→P.38）

● 助手席側スライドドアを全開にし、操作スイッチの「上」を押し続け、サイ
ドリフトアップシート・リフターが自動的に停止し“ピピッ”とブザーが鳴っ
たことを確認し、助手席側スライドドアを閉めてください。（→P.38）

 格納不良のままだと車両のバッテリー〈補機バッテリー〉あがりの原因にもな
ります。
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 助手席側スライドドアを全開にする
 操作前に、助手席側サードシートに乗員がいないことを確認する
 操作スイッチの「下」を押し続け、
リフターを回転・下降させる

リフターを車外に出すときは

 “ピーッ”とブザーが鳴り、リ
フターが回転しながら車両前
方に移動し、車外へスライド
します。

 リフターが下降します。
サイドリフトアップシートが脱着
できる位置まで下降し、自動的に
停止し、“ピピッ”とブザーが鳴っ
たらスイッチから指を離します。
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 警告

■ リフターを操作するときは

リフターに手をふれたり、リフター上に足をのせたり、ものを置かないでくだ
さい。
手足を挟まれけがをしたり、リフターが故障するおそれがあります。

 知識

■ 作動条件について

助手席側スライドドアが全開になっていないと、操作スイッチを押しても“ピー”
とブザーが鳴り、リフターは回転および昇降しません。（→P.38）

■ リフターについて

リフターはサイドリフトアップシートを引き出した位置を記憶しています。サイ
ドリフトアップシートを脱着した場所から車両を移動させたりした場合、リフ
ターがサイドリフトアップシートを装着できる位置まで下降しない場合と下降し
すぎる場合があります。その場合は、P.53「車両を移動した場合などサイドリ
フトアップシートがリフターに押し込めないときは」の方法でサイドリフトアッ
プシートをリフターに装着します。



512-2. 乗降操作のしかた

2

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
（
脱
着
タ
イ
プ
）

■ 故障を防ぐために

● リフター操作時、接地スイッチにふれ
ないでください。また、接地スイッチ
周辺に障害物がないことを確認してく
ださい。

接地スイッチ

 注意

● サイドリフトアップシートをセットする前に、リフターの電極部の水滴・汚
れをふき取り、リフター上の雪や異物などを取り除いてください。

 （→P.97）
 電気が流れず正常作動しない（セット異常時停止しない）ことがあります。

● 必ず自動的に停止し、“ピピッ”とブザーが鳴るまで操作スイッチの「下」
を押し続けてください。（→P.49）

 自動的に停止し、“ピピッ”とブザーが鳴るまでリフターを下降させないと、
サイドリフトアップシートとリフターのセット不良やユニット破損のおそれ
があります。
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 フロントハンドブレーキを押し、
サイドリフトアップシートのブ
レーキをかける

 サイドリフトアップシートをリ
フターに押し込む
アームレストを持ってサイドリフト
アップシートをリフターにいっぱいま
で押し込みます。

サイドリフトアップシートのリフターへの装着

 サイドリフトアップシートがリフターに押し込めないときは
 いったんサイドリフトアップシートをリフターからはずします。
 P.53「車両を移動した場合などサイドリフトアップシートがリフ
ターに押し込めないときは」の方法でサイドリフトアップシートを
リフターに装着します。
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車両を移動した場合などサイドリフトアップシートがリフターに押し込
めないときは

サイドリフトアップシートを脱着した場所から車両を移動させたりした
場合、リフターがサイドリフトアップシートを装着できる位置まで下降
しない場合と下降しすぎる場合があります。
次の方法でサイドリフトアップシートをリフターに装着してください。

 操作スイッチの「下」を押し続け、
リフターを下降させる

 “ピピッ”とブザーが鳴る位
置までリフターを下降させま
す。（→P.49）

 操作スイッチから指を離し、
再度操作スイッチの「下」を
押し続け、リフターをさらに
下降させます。

 操作スイッチの「上」または
「下」を押し、リフター上端がサ
イドリフトアップシートのガイ
ド下端より上側になるようにリ
フターの位置を調整する

リフター上端

ガイド下端

 P.52の 、 の方法でサイドリフトアップシートをリフターに装着
する
それでもサイドリフトアップシートがリフターに押し込めないときは、P.53の 、
をくり返し行います。



54 2-2. 乗降操作のしかた

 サイドリフトアップシートが斜
めになっていないことを確認す
る

 操作前に、次の状態を確認する
・ 助手席側スライドドアが全開になっていること
・ サイドリフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
（→P.30）
・ サイドリフトアップシートの状態（→P.35）
・ フロントハンドブレーキでサイドリフトアップシート後輪のブレーキがかけ
られていること（→P.59）

・ 助手席シートの状態（→P.35, 36）
・ 助手席側サードシートに乗員がいないこと
・ 助手席側サードシートの状態（→P.36）

サイドリフトアップシートを車内にもどすときは

 操作スイッチの「上」を押し、
フットレストが上昇後、車輪が
少し浮くまでサイドリフトアッ
プシート・リフターを上昇させ
る
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 サイドリフトアップシートが斜めになっている場合は
 操作スイッチの「下」を押し続け、サイドリフトアップシート・リ
フターを下降させます。

 サイドリフトアップシートのフロントハンドブレーキを解除し、サ
イドリフトアップシートをリフターから取りはずします。

 P.52またはP.53の方法で、サイドリフトアップシートのリフター
への装着をやり直してください。

 操作スイッチの「上」を押し続け、
サイドリフトアップシートをリ
フターにセット・上昇・回転さ
せる

 “ピーッ”とブザーが鳴り、リ
フターが上昇します。
・ リフターが上昇するとフットレ
ストも上がります。

・ セットが正常（黄色マークが見
えなくなった場合）であれば、
そのままサイドリフトアップ
シートが上昇します。

・ 黄色マークが見えている場合は
セット不良です。操作スイッチ
の「下」を押し続けてリフター
を下降させ、P.52またはP.53
の方法で、サイドリフトアップ
シートのリフターへの装着をや
り直してください。

黄色マーク
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 ある程度上昇するとサイドリ
フトアップシートの上昇が一
時停止し、車輪が格納されま
す。

 車輪が格納し終わると上昇・
車内へスライドします。

 サイドリフトアップシートが
車両後方に移動しながら回転
します。
いっぱいまで回転し、自動的に停
止（完全に格納）し、“ピピッ”と
ブザーが鳴ったらスイッチから指
を離します。

 サイドリフトアップシートを前後左右にゆすり、サイドリフトアップ
シートが確実に格納されていることを確認する

 必要に応じてサイドリフトアップシートの調整（→P.20～ 27）をし、
走行前に必ずシートベルトを着用する（→P.14, 29）
正しくシートベルトを着用していることを介助の方が確認してください。

 助手席側スライドドアを閉める
・ ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止してくだ
さい。

・ 助手席シートを使用するときは、サイドリフトアップシート乗車の方の足な
どにあたらないことを確認しながら、前後位置・背もたれ角度を調整してく
ださい。
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 知識

■ 自動メモリー機能について

サイドリフトアップシートを車内にもどすときは、サイドリフトアップシートを
車外に出す前の前後位置・背もたれ角度（P.42の の の操作前の状態）が
メモリー位置として記憶されています。

● メモリー位置までサイドリフトアップシートが回転・停止すると、“ピピッ”
とブザーが鳴り、メモリー位置までサイドリフトアップシートがもどった（完
全格納した）ことをお知らせします。（→P.38）

● サイドリフトアップシートが車内に格納されたあと、メモリー位置まで完全に
もどる途中で操作スイッチの「上」から指を離すと、サイドリフトアップシー
トの作動が停止し、再度操作スイッチの「上」を押しても作動しなくなります。
その場合は、シート前後スライドスイッチ・シートリクライニングスイッチを
操作して、サイドリフトアップシートの位置を調整してください。

● サイドリフトアップシート停止後、シート前後スライドスイッチまたはシー
トリクライニングスイッチを操作し、前後位置・背もたれ角度を調整すると、
調整後の位置をメモリー位置として記憶します。

■ サイドリフトアップシートのセットが不完全なままリフターを上昇させ、
“ピー”とブザーが鳴り、上昇途中に停止したときは

サイドリフトアップシートのセットが不完全なままリフターを上昇させると、
“ピー”とブザーが鳴り、非常停止装置が作動してリフターの上昇が停止、また
は停止後、少し上昇して停止します（→P.38）。上昇が停止したときは、操作
スイッチの「下」を押し続け、リフターが停止してからサイドリフトアップシー
トとリフターのセットをやり直してください。

■ フットレストの黄色マーク（→P.55）が見えた状態で“ピー”とブザーが鳴り、
上昇途中に停止したときは

上昇が停止したときは、次の手順で復帰させてください。

 介助の方がサイドリフトアップシート乗車の方の足を支えるなど、フットレ
ストに力をくわえない状態にする

 操作スイッチの「下」を押し続け、いったんサイドリフトアップシートを下
降させる

 操作スイッチの「上」を押し続け、サイドリフトアップシートを上昇させる

■ 助手席側スライドドアについて

→P.48
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 警告

 注意

■ 故障・破損を防ぐために

● サイドリフトアップシートを車内にもどす前に、助手席側サードシートが格
納・前倒しされていないことを確認してください。

 サイドリフトアップシートのハンドルと助手席側サードシートがあたり、
シート・ハンドルの破損や故障の原因になります。(P.18)

● サイドリフトアップシートをリフターに装着するときは、サイドリフトアッ
プシートをリフターに強くあてないでください。

 サイドリフトアップシートやリフターが破損したり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

● サイドリフトアップシート操作中は、フットレストに力をくわえないでくだ
さい。

 電極部などが破損したり、上昇途中に停止するおそれがあります。（→P.57）

■ サイドリフトアップシートを車内にもどす前に

助手席側サードシートに乗員がいないことを確認してください。
サイドリフトアップシートやリフターに巻き込まれ、重大な傷害を受けるおそ
れがあり危険です。(→ P.12)

■ サイドリフトアップシートを車内に格納したときは

● “ピピッ”とブザーが鳴ったことを確認し、さらにサイドリフトアップシー
トを前後左右にゆすり、確実に格納されていることを確認してください。

 （→P.14）
 確実に格納されていないと、走行中にサイドリフトアップシートが動き、思
わぬ事故の原因になって重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

● 助手席シートを後方にスライドおよび背もたれを後方に倒すときは、サイド
リフトアップシート乗車の方にあたらないことを確認しながら行ってくださ
い。

 サイドリフトアップシート乗車の方に助手席シートがあたり、けがをするお
それがあります。
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ブレーキ

■ 介助ブレーキ（左右のハンドル部）
レバーを握っているあいだ、後
輪のブレーキがかかります。

■ フロントハンドブレーキ（サイドリフトアップシート右側）

 後輪のブレーキ解除
 後輪のブレーキがかかる

 警告

■ ブレーキについて

● 介助ブレーキは両側同時に使用してください。
 片側のみ使用するとサイドリフトアップシートが思わぬ方向に動いたり、転
倒などのおそれがあり危険です。

● サイドリフトアップシートから離れるときは必ずフロントハンドブレーキを
使用し、両側後輪をロックしてください。

 サイドリフトアップシートが動き出し、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

● サイドリフトアップシートに乗り降りするとき、フロントハンドブレーキの
レバーに衣服などを引っかけて転倒しないよう注意してください。
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電源スイッチ

ＬＥＤ 表示部

前進／後進スイッチ速度切替スイッチ

電源スイッチ

ＬＥＤ 表示部

ジョイスティック速度スイッチ

コントロールパネル／ジョイスティック（電動式）

リフターから離したサイドリフトアップシートを、電動で前進および後
退などをさせることができます。
コントロールパネルとジョイスティックは同時に操作できません。使
用する側のみ電源を入れてください。（両方の電源を入れた場合、先に
電源を入れた側のみ操作できます）

◆ コントロールパネル

◆ ジョイスティック
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コントロールパネル／ジョイスティックを使用してサイドリフトアップ
シートを操作する前に

 操作前に、次の状態を確認する
・ サイドリフトアップシートがリフ
ターから離れていること
 （→P.42～ 44）
・ サイドリフトアップシートにバッ
テリーがセットしてあること
 （→P.77）
・ 手動／電動切替スイッチが「電動」
になっていること

 フロントハンドブレーキが引か
れた状態（ブレーキ解除）になっ
ていることを確認する
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コントロールパネルを使用してサイドリフトアップシートを操作すると
きは

 を押し、コントロール

パネルの電源を入れる
電源を入れると赤 LEDと緑 LEDが
点滅します。
・ 赤 LED は電源ON時、通常 1回
点滅（点滅と同時に“ピー”とブザー
が鳴る）します。（正常）

・ 緑 LEDは点滅回数により速度を表
示します。
 （例：3速のときは、3回点滅×2
で表示します）

赤ＬＥＤ
緑ＬＥＤ

 または を押し、サイドリフトアップシートを動かす

スイッチを押しているあいだ、サイドリフトアップシートが動きます。
必要に応じて速度切替スイッチを押して速度を調整してください。

 使用後は を押し、コントロールパネルの電源を切る

■ コントロールパネルでの速度の切りかえ方
速度は5段階調整できます。
速度の切りかえはコントロールパネルの電源を入れた状態で行ってく
ださい。
 速度を速くしたいときは を押す

速度が1段階上がり、LED表示部に変更後の速度を表示します。

 速度を遅くしたいときは を押す

速度が1段階下がり、LED表示部に変更後の速度を表示します。
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ジョイスティックを使用してサイドリフトアップシートを操作するとき
は

 ジョイスティックの電源を入れ
る

 電源ON
・ 緑 LEDが点灯します。
・ 赤 LEDは電源ON時、“ピー”
とブザーが鳴り、同時に 1回
点滅後、バッテリーの容量表示
ランプの点灯数だけ 2回点滅
します。（1～5回点滅×2回）

 電源OFF
緑 LEDが消灯します。

赤ＬＥＤ 緑ＬＥＤ

電源スイッチ

 ジョイスティックを操作し、サイドリフトアップシートを動かす
ジョイスティックを操作した方向にサイドリフトアップシートが動きます。
必要に応じて速度スイッチで速度を調整してください。

 使用後は電源OFFにし、ジョイスティックの電源を切る

■ ジョイスティックでの速度の切りかえ方

 高速走行
コントロールパネルで速度調整し
たときの最高速相当の速度になり
ます。

 低速走行
コントロールパネルで速度調整し
たときの最低速の1段階上相当の
速度になります。
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サイドリフトアップシートのバッ
テリーあがりや故障などにより、
電動操作できないときは、手動／
電動切替スイッチを「手動」にし、
移動させます。
手動／電動切替スイッチが「電動」の
ときにくらべて、軽い操作力でサイド
リフトアップシートを移動させること
ができます。

手動による移動のしかた

セット操作は介助の方が行ってください。（→P.52, 53）

サイドリフトアップシートをリフターにセットするときは
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 知識

■ 作動条件について

● 手動／電動切替スイッチが「電動」になっていないと、電源を入れた状態で
コントロールパネルおよびジョイスティックを操作しても、サイドリフトアッ
プシートは動きません。

● サイドリフトアップシートがリフターから離れていないと、電源を入れた状
態でコントロールパネルおよびジョイスティックを操作しても、サイドリフト
アップシートは動きません。

■ 電源について

電源を入れると微弱電流が流れますので、使用しないときは電源を切ってくださ
い。サイドリフトアップシートのバッテリーあがりの原因になります。

■ LED表示部について

● 走行中、赤 LEDが点滅（点滅と同時に“ピピピピッ”とブザーが4回鳴る）
したら「バッテリーあがり」です。早めにバッテリーの充電をしてください。

● バッテリーを充電しても赤 LEDが点滅するときは、トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

■ コントロールパネルの設定速度について

電源を入れたときの速度は、前回使用したときの速度になります。
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 知識

■ 走行性能について

● 最高速度は約3.5km/h です。

● 8°以上の坂は上ることができません。

● じゃり道での走行はできません。

● 25mm以上の段差は乗りこえができません。

 警告

■ サイドリフトアップシートを電動車いすとして使用するときは

必ずアームレストを使用してください。
サイドリフトアップシートの車外での移動時、アームレストを上げたままだと
体が不安定になったり、転落のおそれがあり危険です。

 注意

■ 故障を防ぐために

ブレーキがかかったままコントロールパネルおよびジョイスティックを使用し
て、サイドリフトアップシートを動かさないでください。
モーターの焼き付きなど故障の原因になります。

■ 誤動作およびサイドリフトアップシートのバッテリーあがりを防ぐために

長時間サイドリフトアップシートを使用しないとき、および車内にもどしたと
きは、次のことを行ってください。

● フロントハンドブレーキで後輪のブレーキをかける

● コントロールパネルおよびジョイスティックの電源を切る

● 手動／電動切替スイッチを「手動」にする

● 必要に応じてサイドリフトアップシートのバッテリーを取りはずす
 （→P.78）
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バッテリーの充電（電動式）
◆ バッテリー

◆ 充電器

ヒューズ
（２０Ａ ）

リリースボタン

予備ヒューズ
（２０Ａ ）

接続部

表示スイッチ

保護キャップ

容量表示ランプ

リフレッシュスイッチ

電源コード

リフレッシュランプ（黄）

充電中ランプ（緑）

バッテリー挿し込み口
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お買い上げ時、バッテリーは充電されておりません。充電してからお使
いください。なお、充電は次のような場所で行ってください。
● 屋内の涼しく風通しのよいところ
● 充電中の温度が10～30℃に保たれるところ
● 平坦で安定のよいところ
● 屋外で雨にぬれたり、洗面所など水がかかるところは避けてください。
ショートしたり、感電するおそれがあり危険です

● 幼児やペットがいたずらしそうなところは避けてください。けがをし
たり、機器を破損するおそれがあります

 電源コードを充電器側とコンセント側に、プラグ部分を持って挿し込
む
AC100～ 240V、50／ 60Hz の入力電源に対応しています。

 バッテリーを充電器の挿し込み
口に突きあたるまでしっかりと
挿し込む
・ バッテリーが適温であれば、充電
中ランプ（緑）が点灯して充電が
始まります。

・ バッテリーの温度が0℃以下もし
くは 40℃以上の範囲にあると、
適温になるまで充電中ランプ（緑）
が点滅します。バッテリーが適温
になると、ランプが点灯して自動
的に充電が始まります。

バッテリーの充電のしかた

　点灯
（充電中）

　点滅
（待機中）

バッテリー
電源コード

充電器



692-3. サイドリフトアップシートを車いすとして使用するときは

2

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
（
脱
着
タ
イ
プ
）

 充電中は、バッテリーの容量
表示ランプが順次点灯し、充
電のすすみ具合を表示しま
す。
充電は約2～3時間で完了します。

 充電が完了すると、自動的に
充電器の充電中ランプ（緑）
とバッテリーの容量表示ラン
プが消灯します。

点灯中

順
次
点
灯

 バッテリーを充電器から取りはずす
 電源コードのプラグ部分を持って、コンセントから引き抜く

充電が終了したら
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リフレッシュランプ（黄）が点滅
しているあいだ（約 10 秒）に、
リフレッシュスイッチを押す

 リフレッシュランプ（黄）が
点灯して、残ったバッテリー
の放電を開始します。

 放電中は、バッテリーの容量
表示ランプが順次消灯し、放
電のすすみ具合をお知らせし
ます。

 放電が完了すると、自動的に
充電が始まります。（→P.68）

リフレッシュ充電が必要になると、バッテリーを充電器の挿し込み口に
挿し込んだとき、リフレッシュランプ（黄）が点滅します。
バッテリーを長持ちさせ、走行距離の低下を防ぐため、リフレッシュラ
ンプ（黄）が点滅したら、必ずリフレッシュ充電を行ってください。

リフレッシュ充電のしかた

バッテリーの表示スイッチを押す
容量表示ランプが点灯し、バッテリー
の残量を知らせます。

バッテリーの残量チェックのしかた

点滅中

順
次
消
灯

リフレッシュ
スイッチ
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充電中にバッテリーか充電器に異常が発生すると、充電器の充電中ラン
プ（緑）、リフレッシュランプ（黄）およびバッテリーの容量表示ランプ
が点滅して異常をお知らせします。
 充電器は非分解構造です。充電器の異常が発生した場合は、トヨタ販
売店にご連絡ください。

充電中に異常が生じたときは

バッテリー 原因・処置

バッテリーの温度が充電に適していませ
ん。
バッテリーの温度が適温になるまで待っ
てから充電を始めてください。

充電器

バッテリー内部の異常です。新しいバッ
テリーに交換してください。
交換する際は、トヨタ販売店にご連絡い
ただき、リサイクルをお願いします。

・ 接点不良のおそれがあります。バッテ
リー側、充電器側の接点部を点検して、
ゴミつまりなどがあったら取り除いて
ください。
 また、接点部に汚れがある場合は、接点
を変形させたり、傷付けないように注
意して乾いた布でふき取ってください。

・ バッテリーのヒューズが切れているお
それがあります。バッテリーの側面に
あるヒューズのフタを開けてヒューズ
を点検し、切れていれば保護キャップ
上の予備ヒューズに交換してください。
（20Aブレードヒューズ）

充電器に異常があります。新しい充電器
に交換してください。

1・3・5番目
点滅

4番目点滅 緑・黄の
同時点滅

緑・黄の
早い交互点滅

緑・緑・緑・黄
の順次周期点滅

緑・緑・黄
の順次周期点滅
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バッテリーは自己放電によりバッテリーの残量が減ります。長期間使用
しないで保管する場合は、バッテリーを充電して高温になる場所を避け
て保管してください。（0～30℃が推奨保管温度です）

バッテリーの長期保管

劣化して交換したバッテリーは、リサイクル可能な貴重な資源のため、
リサイクルの際は、トヨタ販売店にご連絡ください。

バッテリーのリサイクル

 知識

■ 充電について

● バッテリーの充電中、充電器の状態により冷却ファンがまわったり停止する作
動音が聞こえることがあります。

● バッテリー保護のため、バッテリー温度が0～ 40℃の範囲外の場合は、充
電を開始しません。適温になってから充電してください。

 待機時間は条件により異なりますが、1～2時間かかります。

● 夏の暑い日中に走行した直後のバッテリーは高温になりますので、充電の前に
自然に冷ましてください。

■ 走行距離について

バッテリーフル充電、常温25℃の直線平坦路連続走行時の最高速度・電動走行
距離は次のとおりです。

最高速度

約3.5km/h

電動走行距離

約8km／1充電
（バッテリー2個分）

充電時間（家庭用電源）

約3時間／個
（常温時）

 地形や温度、充電方法によっては、走行距離が短くなる場合があります。

● 登坂走行や段差乗りこえなどの多いところでの走行は、平地にくらべてバッテ
リーの消費電力が増えるため、走行距離は短くなります。

● 気温が高すぎたり低すぎるとバッテリーの働きが弱まり、走行距離が短くなり
ます。（10℃～30℃が推奨環境温度です）
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 知識

■ 充電中ランプについて

● 充電時のバッテリー温度は、バッテリーの寿命に大きく影響します。充電器は
バッテリーから温度情報を読み込み、充電を管理します。

● 充電中にバッテリーか充電器に異常が発生すると、表示ランプを点滅させて異
常箇所をお知らせします。

■ リフレッシュランプについて

ニッケル水素バッテリーは、完全に放電させてから充電すると、バッテリー機能
を回復させて走行距離の低下を防ぐことができます。充電器はバッテリーのリフ
レッシュ充電が必要なとき、リフレッシュランプを点滅させ、お知らせします。

■ リフレッシュ充電について

● リフレッシュ充電は通常、3～13時間かかります。高い温度の場所では、さ
らに時間がかかる場合があります。

 就寝前にリフレッシュ充電を開始し、翌朝まで放置すると、効率的に充電でき
ます。

● リフレッシュのお知らせがあった場合でも、短時間に充電を完了したいとき
は、そのまま放置すれば約10秒後に充電が始まります。

■ 自己放電について

バッテリーは使用しなくても自然に残量が減っていきます。

● 長期間使用しない場合でも、定期的に容量表示で残量を確認して適宜、再充電
してください。長期保存時に充電できない場合は、自己放電を抑えるために、
バッテリーのヒューズをはずしてください。（ヒューズをはずすと容量表示ラ
ンプが正しく表示しなくなりますが、再充電することで正常にもどります）

● 自己放電は保管温度に影響を受け、特に高温で加速します。（0℃～30℃が
推奨保管温度です）

● サイドリフトアップシートに装着したまま保管すると、わずかですがバッテ
リーを消費します。長期間使わない場合はサイドリフトアップシートから取り
はずし、高温になる場所を避けて保管してください。
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 知識

■ バッテリーの劣化について

バッテリーは正しく使っていても月日がたつと徐々に性能がおとろえていきま
す。

● ニッケル水素バッテリーの寿命は使い方や使用環境により異なりますが、約
1年間もしくは約300サイクルが目安です。（充電完了後の容量表示でも判
断できます）

● 劣化が進むと容量表示が不安定になります。トヨタ販売店にご相談いただき、
早めに新品バッテリーに交換されることをおすすめします。

● バッテリーの劣化がすすむにつれて、充
電が完了したときでも、5番目、4番目
…と順次容量表示ランプが消灯してきま
す。充電完了状態で 5番目と 4番目の
2つのランプが点灯しなくなったときが
バッテリー交換の目安としてください。

■ ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

● 交換しても再びヒューズが切れるとき

● 交換してもコントロールパネルおよびジョイスティックの電源が入らないと
き
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 警告

■ バッテリーの取り扱いについて

● バッテリーは小型ですが、大きなエネルギーを蓄えています。使い方を誤る
と機器の損傷につながったり、場合によってはやけどや火災を引き起こすお
それがあり危険です。

● バッテリーの充電をするときは、必ずP.67の充電器を使用し、家庭用電源
から充電してください。

 火災やバッテリー破損のおそれがあり危険です。
・ 車内のアクセサリーコンセント（AC100V）では絶対に充電しないでく
ださい。

■ バッテリーのヒューズについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないとサイドリフトアップシート・バッテリーの故障や火災、
けがをするおそれがあります。

● 規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

● 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

● ヒューズやバッテリーを改造しない
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 注意

■ リフレッシュ充電について

リフレッシュ充電のお知らせを無視して充電を続けると、バッテリーの容量表
示が不正確になってきます。リフレッシュ充電のお知らせが始まったら、3回
目までの充電のあいだに必ずリフレッシュ充電を実施してください。

■ 故障を防ぐために

● バッテリーおよび充電器に強い衝撃を与えたり、落とさないでください。
 故障の原因になります。

● バッテリー挿し込み口には、手やものを入れないでください。
 バッテリー挿し込み口に異物がないか確認してください。もしあれば取り除
いてからバッテリーを挿し込んでください。

● 取りはずしたバッテリーには必ず保護
キャップを装着して保管してください。

 接点部が露出していると、ショートす
るおそれがあります。

保護
キャップ

■ 損傷を防ぐために

● 充電器の接点を変形させたり、傷付けたりしないでください。

● 充電済みのバッテリーをさらに充電しないでください。
 温度が上昇してバッテリーの寿命を短くします。

● 次のようなところで充電しないでください。
 バッテリーの破損や思わぬ事故につながるおそれがあります。
・ 直射日光があたる場所やストーブのそばなど高温になるところ、また寒
冷地などでは、冬期に氷点下に気温が下がるところは避けてください。
バッテリー温度が熱すぎたり冷たすぎたりすると、充電が始まりません。

・ 充電器の上やまわりにものを置かないでください。充電中に充電器が発
熱し、機能が低下するおそれがあります。

● 電源コードを引っぱって抜かないでください。
 断線の原因になります。
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バッテリーのサイドリフトアップシートへの装着（電動式）

 バッテリーカバーを開ける
 片方の手でバッテリーカバー
を押さえ、もう片方の手でベ
ルトを持ち、フックをバッテ
リーカバーから取りはずしま
す。

 バッテリーカバーに手を添え
たまま、静かに開けます。

バッテリーをサイドリフトアップシートに取り付けるときは

バッテリーカバー

ベルト

フック

 バッテリーのハンドルを持ち、
挿し込み口にバッテリーを挿し
込む
・ サイドリフトアップシート側と
バッテリー側の接続部に異物・水
分および汚れなどがないことを確
認します。

・ 左側のみ接続されています。（右側
は予備バッテリーの挿し込み口で
す）

予備バッテリー用
挿し込み口

バッテリー・
挿し込み口

ハンドル
リリースボタン
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 バッテリーカバーを閉める
 片方の手でバッテリーカバー
を押さえ、もう片方の手でベ
ルトを持ち、フックをバッテ
リーカバーの穴に挿し込みま
す。

 バッテリーカバーを前後左右
にゆすり、確実に固定された
ことを確認します。

フック

穴

 バッテリーカバーを開ける
 バッテリーを挿し込み口から取りはずす
リリースボタンを押しながらハンドルを持ち、バッテリーを持ち上げます。

 バッテリーカバーを閉める

バッテリーをサイドリフトアップシートから取りはずすときは

 警告

■ バッテリーカバーを開閉するときは

● 車両の走行中はバッテリーカバーを開閉しないでください。
 急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに助手席側サードシート乗車の
方が重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

● バッテリーカバーを開閉するときは、手を挟まないよう注意してください。

● バッテリーカバーを開けるときは、バッテリーカバーから急に手を離さない
でください。

 バッテリーカバーが足などにあたってけがをしたり、バッテリーカバーを破
損するおそれがあります。

● バッテリーを脱着しないときは、バッテリーカバーを閉めてください。
 バッテリーカバーを開けたままだと、助手席側サードシート乗車の方にあ
たってけがをしたり、バッテリーカバーを破損するおそれがあります。
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運転席側セカンドシートについて

運転席側セカンドシートについて、標準車との相違点を記載しています。

標準車との相違点

無

ウェルキャブ（サイドリフトアップ
シート車 - 脱着タイプ）

無

折りたたみ式
サイドテーブル

横スライド

装備

有

標準車

有
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 注意

■ 破損・故障を防ぐために

サイドリフトアップシートの背もたれが後方に倒れた状態で、助手席側サード
シートの操作をしないでください。
サイドリフトアップシートと助手席側サードシートがあたり、破損するおそれ
があります。

助手席側サードシートを格納および着座状態にもどすときは、次のこと
をお守りください。

助手席側サードシートについて

助手席側サードシートを格納および着座状態にもどすときは

サイドリフトアップシートの背もたれをいちばん前まで倒した状態で行
います。
以降の操作および運転席側サードシートは標準車取扱書に記載の操作方法で格納お
よび着座状態にもどします。（→標準車取扱書の「シートアレンジ」）
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バッテリーカバーを開け、バッ
テリーを挿し込み口から取りは
ずす（→P.77, 78）
トップテザーアンカーにフックを取り
付け後、バッテリーカバーを閉めます。
（→P.78）

サイドリフトアップシート（脱着タイプ）で ISOFIX 対応チャイルドシー
ト固定専用バー＆トップテザーアンカーを使用してチャイルドシートを
サイドリフトアップシートに固定するときは、次のことを行ってくださ
い。
トップテザーアンカーの取り扱い以外は標準車と同様です。（→標準車
取扱書の「チャイルドシート」）

チャイルドシート

トップテザーアンカーを使用するときは

トップテザーアンカー

バッテリーカバー

 手動式

使用するときはフタを開ける

トップテザーアンカー

フタ

 電動式
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 警告

■ トップテザーアンカーにフックを取り付けたときは（電動式）

必ずバッテリーカバーを閉めてください。
バッテリーカバーを開けたままだと、助手席側サードシート乗車の方にあたっ
てけがをしたり、バッテリーカバーを破損するおそれがあります。

 注意

■ 故障を防ぐために（手動式）

トップテザーアンカーを使用しないとき
は、必ずフタを確実に閉めてください。
開けたままにしておくとフタが破損するお
それがあります。
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車いすの収納・固定前の準備

 安全で平坦な場所に停車し、シ
フトレバーをPの位置にし、パー
キングブレーキをかける
パーキングブレーキがオートモードの
ときは、シフトレバーを Pの位置に
したときに、自動でパーキングブレー
キがかかります。（→標準車取扱書の
「運転のしかた」）

車いすを出し入れする前に

 バックドアを全開にする

 サードシートの背もたれを次の
ように調整する（左右とも）

 リクライニングレバーまたは
スペースアップレバーを引き
ながら、背もたれを車両前側
に少し倒す

 リクライニングレバーまたは
スペースアップレバーを引か
ずに背もたれを起こし、ロッ
クさせる
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 サードシートの前後いずれかの
スライドレバーを引きながら、
サードシートの前後位置を調整
する（左右とも）
シート側のマークがレール側のマーク
より前方になるように、サードシート
をスライドさせます。

レール側マーク

シート側
マーク

 知識

■ 収納可能な車いすのサイズ

収納可能な車いすは下表のサイズのものになります。

■ バックドアについて

全開にしないと、車いす収納時、バックドアと車いすがあたり、車いすの収納が
困難になります。

■ サードシートについて

サードシート格納時、車いすを固定することはできません。車いすを収納・固定
するときは、必ずサードシートを着座状態にし、背もたれをいちばん起こした位
置にしてください。（→P.84）

全高 全長 折りたたみ幅

960mm
以下

1150mm
以下

330mm
以下
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 警告

■ 車いすを収納・固定するときは

必ず平坦な場所でシフトレバーをPの位置にし、パーキングブレーキを確実
にかけてください。（→P.10）
車いすが傾いて体や車両にあたるなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

■ サードシートを調整するとき

● 背もたれを調整するときは、背もたれを押さえながらリクライニングレバー
またはスペースアップレバーを操作してください。

 背もたれを押さえずにリクライニングレバーまたはスペースアップレバーを
操作すると背もたれが急に動き、けがをするおそれがあります。

● 前後位置を調整するときは、シートの下や動いている部分に手を近付けない
でください。

 指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

● 左右のシートを同時に操作しないでください。
 指や手を挟み、けがをするおそれがあります。シートは片側ずつ操作してく
ださい。

 注意

■ 荷物や車いすの損傷を防ぐために

車いすを収納する前にラゲージルーム内に荷物がないことを確認してくださ
い。
車いすの収納が困難になるばかりでなく、荷物や車いすを損傷するおそれがあ
ります。
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 車いす固定ベルト A をサード
シート左右席のヘッドレスト部
に取り付ける
 車いす固定ベルトAのスリッ
ト部をシート外側のヘッドレ
ストサポートに通し、ヘッド
レストサポートとシートのあ
いだに挟むように取り付ける
左側席は先に解除ボタンのある側
から通すと、容易に取り付けられ
ます。

 バックルが手前（車両後方）
側を向いていることを確認す
る
バックルが奥（車両前方）側を向
いている場合は、車いす固定ベル
トの取り付けをやり直してくださ
い。

車いすを固定するための車いす固定ベルトは次のように使用してくださ
い。

車いす固定ベルト

 車いす固定ベルトをラゲージルームから取り出す
 サードシート左右席のヘッドレ
ストを取りはずす
解除ボタンを押しながらヘッドレスト
を引き上げます。

車いす固定ベルトを車両へ取り付けるときは

 サードシート左右席にヘッドレストを取り付け、乗員がいないときは
ヘッドレストを下げる
解除ボタンを押しながら操作します。

解除ボタン



88 3-1. 手動車いす用固定装置

 車いす固定ベルトBを取り付け
る
 車いす固定ベルトBのリング
部をデッキフックに通す

 車いす固定ベルトBをリング
部に通して引っ張り、確実に
取り付ける
バックルが上側を向いていること
を確認します。（バックルが下側を
向いている場合は、車いす固定ベ
ルトの取り付けをやり直してくだ
さい）



893-1. 手動車いす用固定装置
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車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないようにします。

車いすをラゲージルーム内に収納・固定しないときは

 車いす固定ベルトAのバックル
をロックする
プレートをバックルに挿し込んでか
ら、調整ベルトと固定ベルトの長さを
同じ長さに合わせて最も短い状態にし
ます。

 車いす固定ベルトBのそれぞれ
のフックを引っかける

 車いす固定ベルトBの調整側ベ
ルトを引っ張り、フックが走行
中にはずれないようにする

ラゲージルーム内に何も置かれていない状態にします。

車いすをラゲージルーム内に収納・固定するときは

 車いす固定ベルトAのバックル
のロックを解除する

 車いす固定ベルトBのバックル
のレバーを引き上げて車いす固
定ベルトBをゆるめ、十分にの
ばす

 車いす固定ベルトBのフックを
はずし、ラゲージルームのすみ
によけておく（2本とも）
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 知識

■ 車いす固定ベルトについて

● 車いすを収納するときは、車いす固定ベルトＢをラゲージルーム内中央に放置
しないでください。車いす収納時、車いすの下敷きになり、車いす固定ベルト
Bの操作が困難になります。

● 車いすを収納・固定しないときは、車いす固定ベルトBをバックドアに挟ん
だりしないようにするため、それぞれのフックを引っかけてください。

 （→P.89）

 注意

■ 損傷を防ぐために

サードシートの格納およびもどす操作をするときは、必ず車いす固定ベルトB
をP.89の状態にしてください。
車いす固定ベルトBを放置した状態でサードシートの格納およびもどす操作
を行うと、車いす固定ベルトBを挟み込み、車いす固定ベルトBの損傷やロッ
ク機構が破損するおそれがあります。
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 次の場所を目安に、車いす固定
ベルトＡを車いすに取り付ける
 車いす固定ベルトAを車いす
のフレームに通し、プレート
をバックルに挿し込む
 調整側ベルトを引っ張り、車
いすを仮固定する

車いすの固定・解除については次のように行ってください。

固定・解除のしかた

 車いすを折りたたみ、後輪のブレーキを両輪ともかける
・ 車いすの折りたたみ方、ブレーキのかけ方については、お使いの車いすの取扱説
明書を参照してください。

・ P.85の「収納可能な車いすのサイズ」を確認してください。

 車いすを立てたままラゲージルーム内に収納する
 車いす固定ベルトAを十分にの
ばす
 調整側ベルトをプレート側に
押し込む
 下側のベルトを引く

収納・固定のしかた
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 車いす固定ベルトBのフックを、
車いすの奥側のハンドル付け根
およびフレームを目安に引っか
ける

 車いす固定ベルトＡ、Ｂの調整
側ベルトを引っ張り、車いすを
確実に固定する
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 車いす固定ベルトＢのバックル
のレバーを引き上げ、車いす固
定ベルトＢをゆるめる（2本と
も）

解除のしかた

レバー

車いす固定
ベルトＢ

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトBのフックを車いすから
取りはずす（2本とも）

バックドアを閉める
バックドアを閉めるときは、車いすを挟み込まないこと、および車いすのハンドル
などがバックドアガラスにあたらないことを確認しながら、ゆっくりと閉めてくだ
さい。

固定後、走行する前に

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトAを車いすから取りはず
す（2本とも）

 車いす固定ベルトAをゆるめる
（2本とも）
 車いす固定ベルトＡのレバー
を引き上げ、調整側ベルトを
ゆるめる
 バックルのボタンを押して
ロックを解除する

ボタン

車いす固定
ベルトＡ

レバー

バックル

調整側
ベルト
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 警告

■ 車いすを固定・解除するときは

車いすに手を添えて、車いすが動かないようにしてください。
車いすが倒れて体にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■ 車いすを固定したときは

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに車いすが車室内にとび込み、重
大な事故につながるおそれがあり危険です。

 注意

■ 損傷を防ぐために

● 車いすを固定・解除するときは、車いすに手を添えて、車いすが動かないよ
うにしてください。

 車いすが倒れ、車いすや車両を損傷するおそれがあります。

● 車いす固定ベルトにねじれがないこと、鋭利な角部にあたっていないことを
確認してください。

 車いす固定ベルトを正しくかけないと、車いす固定ベルトが切れるおそれが
あります。

● 車いす固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認
してください。
・ バックドアを閉めるとき、バックドアおよびバックドアガラスと車いす
があたるおそれがあります。

・ 走行中に車いすがサードシートやバックドアなどにあたり、車いすや車
両を損傷するおそれがあります。

● バックドアはゆっくりと閉めてください。
 バックドアをいきおいよく閉めると、車いすがバックドアなどにあたり、損
傷するおそれがあります。

● サードシートを後方スライドまたはリクライニング操作する場合は車いす固
定後、バックドアを閉めた状態で、車いすがサードシートやバックドアなど
にあたらないことを確認しながらゆっくりと行ってください。
・ 車いすがサードシートやバックドアなどにあたり、車いすや車両を損傷
するおそれがあります。

・ 後方スライドまたはリクライニング操作後、車いすを前後左右にゆすり
確実に固定されていることを確認してください。
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4お手入れのしかた

4-1. お手入れのしかた
サイドリフトアップシート・
リフターの手入れ ................... 96



96 4-1. お手入れのしかた

サイドリフトアップシート・リフターの手入れ

ウェルキャブ（サイドリフトアップシート車 - 脱着タイプ）の装備の手
入れは、次のように行ってください。

反射板が汚れている場合は、水ま
たはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふき取る

サイドリフトアップシートの反射板の手入れ

電動式にお乗りの方は、電極部に
ついて次のように手入れを行って
ください。

 バッテリーカバーを開ける
（→P.77）

 バッテリーを挿し込み口から
取りはずす（→P.78）

 左側の電極部が水ぬれしてい
たら乾いた布でふき取り、異
物・汚れなどがあった場合は
取り除く

サイドリフトアップシートの電極部の手入れ（電動式）

反射板

電極部

バッテリーカバー
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サイドリフトアップシートを降ろ
した状態で、電極部が水ぬれして
いたら乾いた布でふき取り、異物・
汚れなどがあった場合は取り除く

リフター

リフターの手入れ

バッテリーの接続部が水ぬれして
いたら乾いた布でふき取り、異物・
汚れなどがあった場合は取り除く

バッテリーの手入れ（電動式）

充電器の挿し込み口が水ぬれして
いたら乾いた布でふき取り、異物・
汚れなどがあった場合は取り除く

充電器の手入れ（電動式）
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100 5-1. 故障かな？とお考えになる前に

ヒューズの交換

スイッチを押してもサイドリフトアップシート・リフターが動かないと
きは、ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してくださ
い。

ヒューズ位置

■ リフター左側下部
クリップ4本を取りはずし、カバーをはずします。

20A
7.5A

カバー
クリップ

アンペア数 使用装置

7.5A、20A
サイドリフトアップシート

リフター
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 知識

■ ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

● 交換しても再びヒューズが切れるとき

● 交換してもサイドリフトアップシート・リフターが動かないとき

 警告

■ 車の故障や火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

● 規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

● 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

● ヒューズやヒューズボックスを改造しない

ヒューズ名称 使用装置

サイドリフトアップシート
WELCAB

アンペア数

30A
リフター

■ エンジンルーム内左側ヒューズボックス
ヒューズの点検・交換方法については、標準車取扱書の「ヒューズの
点検・交換」をお読みください。

 2AR-FE エンジン搭載車／
2AR-FXE エンジン搭載車

 2GR-FE エンジン搭載車



102 5-1. 故障かな？とお考えになる前に

作動条件の確認

作動条件をすべて満たしていることを確認してください。（→P.32）

ヒューズの点検・交換

作動条件をすべて満たし、リフターから引き出したサイドリフトアップ
シートがリフターのセンサー光の感知範囲外にあっても作動しない場合
は、ヒューズを点検・交換してください。（→P.100）

次の処置をしてください。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対にサイドリフトアップシート・リフターを使
用しないでください。

■ 車内に入った状態で動かない場合
そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

■ 車外に出た状態で動かない場合
リセット（→P.104）しても動かない場合は、トヨタ販売店または
専門業者にP.112「スイッチを押してもサイドリフトアップシート・
リフターが動かないとき」の操作をご依頼ください。

サイドリフトアップシート・リフターが動かないときは

作動条件・センサー光の感知範囲の確認およびヒューズの点検・交換を
しても動かない場合

センサー光の感知範囲の確認

サイドリフトアップシートをリフターから引き出しているときは、サイ
ドリフトアップシートがリフターのセンサー光の感知範囲内にないこと
を確認してください。（→P.48）



1035-1. 故障かな？とお考えになる前に
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 知識

■ 車両のバッテリー〈補機バッテリー〉の取り扱いについて

→P.18



104 5-2. 緊急時の対処法

■ サイドリフトアップシートがリフターに装着されている場合

 操作前に、次の状態を確認する
・ サイドリフトアップシートのシートベルトが着用状態になっていないこと
・ 助手席側スライドドアが全開になっていること
・ 助手席シートの状態（→P.35, 36）
・ 助手席側サードシートに乗員がいないこと

 サイドリフトアップシートを次の状態にする
・ ヘッドレストおよびアームレストをいちばん下げた状態にする
 （→P.23, 25）
・ フットレストをいちばん上げた状態にする（→P.27）

サイドリフトアップシート・リフターが車外に出た状態で
動かないときは

万一、サイドリフトアップシート・リフターが回転または昇降途中で動
かなくなってしまったときは、助手席側スライドドアを閉めることがで
きません。
作動条件・センサー光の感知範囲の確認およびヒューズの点検・交換
（→P.100）または、リセットしても動かない場合は、トヨタ販売店ま
たは専門業者にP.112「スイッチを押してもサイドリフトアップシー
ト・リフターが動かないとき」の操作をご依頼ください。

サイドリフトアップシート・リフターをリセットする前に

サイドリフトアップシートに座っている乗員がいる場合は、乗員を安全
な場所に移動させてから作業を行ってください。

リセットについて

サイドリフトアップシート・リフターが動かなくなったときは、次の手
順でリセットを行ってください。
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 操作スイッチを次のように押し
続ける
 操作スイッチの「下」を１0
秒以上押し続ける
サイドリフトアップシート・リフ
ターが下降作動しなくなってから
10秒経過すると“ピッ”とブザー
が鳴ります。

 のブザーが鳴ってから3秒
以内に操作スイッチの「上」
を10秒間押し続ける
“ピッ”とブザーが鳴ります。ブザー
のあと、10秒以内に を実施し
ます。

１０秒以上
押し続ける

１０秒間
押し続ける

３秒以内

 操作スイッチを次のように押す
 「下」を４回押す
 「上」を４回押す
・ 正しく押すと“ピッピー”と
ブザーが鳴ります。

・ 10 秒以内にスイッチを押し終
わらなかったり、正しいスイッ
チを押さなかった場合、“ピー”
とブザーが鳴ります。 のス
イッチ操作からやり直してくだ
さい。

※： 先に「上」を4回押してから「下」
を4回押しても操作できます。

４回※
押す

４回※
押す
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 サイドリフトアップシートの
車輪が格納される

 操作スイッチの「上」を押し続
ける
・ サイドリフトアップシート・リフ
ターの作動が停止した場合は、ス
イッチを押し直してください。

・ スイッチを押してもサイドリフト
アップシート・リフターが動かな
いときは、トヨタ販売店または専
門業者にP.112「スイッチを押し
てもサイドリフトアップシート・
リフターが動かないとき」の操作
をご依頼ください。

※： ～ の一連の作動中にリセット解除条件が成立すれば、“ピー”とブ
ザーが鳴り、通常モードに復帰します。（通常作動とは異なります）

 サイドリフトアップシートが
少し上昇する
車輪が格納できる位置で上昇が停
止します。
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 サイドリフトアップシートが
車内にスライドする
背もたれが起きます。

 サイドリフトアップシートが
後方にスライドしながら格納
方向に回転する
サイドリフトアップシートが停止
するまでスイッチを押し続けます。

 車輪の格納が完了すると、サ
イドリフトアップシートが再
び上昇する
上昇完了すると、サイドリフトアッ
プシートが少し手前にスライドし
ます。



108 5-2. 緊急時の対処法

 シートリクライニングスイッチ
の前側を押し、サイドリフトアッ
プシートの背もたれが前側へ起
き始め、自動的に停止するまで
スイッチを押し続ける
背もたれの作動が停止し、“ピー”と
リセット解除ブザーが鳴るまでスイッ
チを押し続けます。

 リセット解除ブザーが鳴りやんでから各スイッチ操作を行い、サイド
リフトアップシート・リフターが通常作動することを確認する
スイッチを押してもサイドリフトアップシート・リフターが動かない、または通常
作動にもどっていないときは、そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

 シートリクライニングスイッチ
のうしろ側を押し、サイドリフ
トアップシートの背もたれがう
しろ側へ倒れ始め、自動的に停
止するまでスイッチを押し続け
る
シートリクライニングスイッチを押し
ても背もたれが動かない場合は、操作
スイッチの「上」を押し続け、サイド
リフトアップシートが停止するまで回
転させてから、再度シートリクライニ
ングスイッチ操作を行います。
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■ サイドリフトアップシートがリフターに装着されていない場合

 操作前に、次の状態を確認する
・ 助手席側スライドドアが全開になっていること
・ 助手席側サードシートに乗員がいないこと

 操作スイッチを次のように押し
続ける
 操作スイッチの「下」を１0
秒以上押し続ける
リフターが下降作動しなくなって
から 10秒経過すると“ピッ”と
ブザーが鳴ります。

 のブザーが鳴ってから3秒
以内に操作スイッチの「上」
を10秒間押し続ける
“ピッ”とブザーが鳴ります。この
あと、10秒以内に を実施します。

１０秒以上
押し続ける

１０秒間
押し続ける

３秒以内

 操作スイッチを次のように押す
 「下」を４回押す
 「上」を４回押す
・ 正しく押すと“ピッピー”と
ブザーが鳴ります。

・ 10 秒以内にスイッチを押し終
わらなかったり、正しいスイッ
チを押さなかった場合、“ピー”
とブザーが鳴ります。 のス
イッチ操作からやり直してくだ
さい。

※： 先に「上」を4回押してから「下」
を4回押しても操作できます。

４回※
押す

４回※
押す
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 しばらくするとリフターが再
び上昇する
上昇完了すると、リフターが少し
手前にスライドします。

 操作スイッチの「上」を押し続
ける
・ リフターの作動が停止した場合は、
スイッチを押し直してください。

・ スイッチを押してもリフターが動
かないときは、トヨタ販売店また
は専門業者にP.112「スイッチを
押してもサイドリフトアップシー
ト・リフターが動かないとき」の
操作をご依頼ください。

※： 一連の作動中にリセット解除条件が成立すれば、“ピー”とブザーが鳴
り、通常モードに復帰します。（通常作動とは異なります）

 リフターが少し上昇し、少し
のあいだ停止する
リフター停止中も操作スイッチの
「上」を押し続けてください。

 リフターが車内にスライドす
る
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5

万
一
の
場
合
に
は

 リフターが後方にスライドし
ながら格納方向に回転する
リフターが停止し、“ピー”とリセッ
ト解除ブザーが鳴るまでスイッチ
を押し続けます。

 リセット解除ブザーが鳴りやんでから各スイッチ操作を行い、リフ
ターが通常作動することを確認する
スイッチを押してもリフターが動かない、または通常作動にもどっていないときは、
サードシートを格納し（→標準車取扱書の「シートアレンジ」）、サイドリフトアッ
プシートをラゲージルームに格納してください。格納後、そのままトヨタ販売店で
点検を受けてください。
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作動条件・センサー光の感知範囲の確認およびヒューズの点検・交換
（→P.100）または、リセットしても動かない場合は、トヨタ販売店ま
たは専門業者に下記の操作をご依頼ください。

下記の操作は、緊急時の対処法です。
操作を行ったあとは、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。
サイドリフトアップシート・リフターの状態により、操作方法が異なり
ます。サイドリフトアップシート・リフターの状態をご確認いただき、
それぞれの状態にあった要領で格納してください。
● サイドリフトアップシートがリフターから

取りはずせる場合 ......................................................................P.112
● サイドリフトアップシートがリフターから

取りはずせない場合 ...................................................................P.115

■ 使用工具について
サイドリフトアップシート・リ
フターを手動で車内にもどすと
きは、次の工具を使用します。

スイッチを押してもサイドリフトアップシート・リフターが動かないと
き

■ サイドリフトアップシートがリフターから取りはずせる場合
サイドリフトアップシートが車内にスライド完了していない位置であ
れば、サイドリフトアップシートをリフターから取りはずすことがで
きます。

 2 人以上でサイドリフトアップ
シート全体を持ち上げ、リフター
から取りはずす
サイドリフトアップシート前端を持ち
上げてから、サイドリフトアップシー
ト全体を持ち上げます。
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5

万
一
の
場
合
に
は

 コネクターをはずしてから昇降
モーターの回転軸（10mm）を
スパナを使用して右にまわし、
リフターを上昇させる
回転軸がまわらなくなるまでまわし、
リフターを完全に上昇させたあと、回
転軸を左にまわし、約50mm下降さ
せます。

 クリップ2本・ユニットカバー
のボルト（10mm）4本（左右
各2本）をソケットレンチ、エ
クステンションバー、ラチェッ
トを使用して取りはずし、ユニッ
トカバーを取りはずす

 ボルト
 クリップ

ユニットカバー

 サードシートを格納し（→標準車取扱書の「シートアレンジ」）、サイ
ドリフトアップシートを車内に格納する

 助手席シートをいちばん前までスライドさせ、背もたれを起こした状
態にする（→標準車取扱書の「フロントシート」）

 リフター下部にあるボルト
（14mm）2本をソケットレン
チ、エクステンションバー、ラ
チェットを使用して取りはずす
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 回転モーターのボルト（12mm）
2本をスパナを使用してゆるめ、
回転モーターをずらし、ギヤの
かみ合いをはずす

 リフターを車内に回転させる

 リフターを車内にスライドさせ
る

 昇降モーターの回転軸（10mm）をスパナを使用して右にまわし、ま
わらなくなるまでリフターを上昇させる
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5

万
一
の
場
合
に
は

 ストッパーを押してロックを解
除し、リフターを車内に回転さ
せる
回転完了すると、リフターはその位置
で固定されます。

ストッパー

■ サイドリフトアップシートがリフターから取りはずせない場合

 操作前に、助手席側サードシートに乗員がいないことを確認する
 助手席シートをいちばん前までスライドさせ、背もたれを起こした状
態にする（→標準車取扱書の「フロントシート」）

 サイドリフトアップシートを次の状態にする
・ ヘッドレストおよびアームレストをいちばん下げた状態にする
 （→P.23, 25）
・ フットレストをいちばん上げた状態にする（→P.27）

 リフター格納部のカーテンのク
リップ2本をはずし、カーテン
を巻き取る

クリップ

カーテン

 助手席側スライドドアを閉める
・ リフターが通常の格納完了位置ではないため、助手席側スライドドアを全開
位置から動かすとブザーが鳴ります。すみやかにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

・ リフターが通常の格納完了位置ではないため、パワースライドドアスイッチ
で助手席側スライドドアを閉めることができません。パワースライドドアメ
インスイッチをOFFにして、手動でスライドドアを閉めてください。
 （→標準車取扱書の「スライドドア」）
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 回転モーターのボルト（12mm）
2本をスパナを使用してゆるめ、
回転モーターをずらし、ギヤの
かみ合いをはずす

 前後スライドモーターの回転軸
（19mm）をスパナを使用して
右にまわし、サイドリフトアッ
プシートを後方にスライドさせ
る
・ サイドリフトアップシートが助手
席側スライドドアにあたらない位
置まで後方にスライドさせます。

・ 回転軸を左にまわすと、サイドリ
フトアップシートが前方にスライ
ドします。
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5

万
一
の
場
合
に
は

 助手席側スライドドアを閉める
・ サイドリフトアップシートが通常の格納完了位置ではないため、助手席側ス
ライドドアを全開位置から動かすとブザーが鳴ります。すみやかにトヨタ販
売店で点検を受けてください。

・ サイドリフトアップシートが通常の格納完了位置ではないため、パワース
ライドドアスイッチで助手席側スライドドアを閉めることができません。パ
ワースライドドアメインスイッチをOFF にして、手動でスライドドアを閉
めてください。（→標準車取扱書の「スライドドア」）

 サイドリフトアップシートを車
内に回転させる
サイドリフトアップシートがドア開口
部にあたる場合は と交互に行い、回
転させられる位置まで回転させます。

 ストッパーを押してロックを解
除し、サイドリフトアップシー
トを車内に回転させる
回転完了すると、サイドリフトアップ
シートはその位置で固定されます。
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■ 修理が完了するまでは

サイドリフトアップシートに座らないでください。

■ サイドリフトアップシートをリフターから取りはずすときは

必ず2人以上で行い、足元に十分注意してください。

● 1人で行うと腰をいためるおそれがあります。

● サイドリフトアップシートを落下させるとサイドリフトアップシートに挟ま
れけがをしたり、サイドリフトアップシートが損傷するおそれがあります。

■ サイドリフトアップシート・リフターを手動で格納するときは

● サイドリフトアップシート・リフター
格納スペースに手や足を入れないでく
ださい。

 サイドリフトアップシート・リフター
可動部などで手や足を挟み、けがをす
るおそれがあります。

 警告

● 工具を使用したあとは、所定の場所に確実に保管してください。
 車室内などに放置すると、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、
工具が飛んできて乗員にあたるなど、重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

 知識

■ ブザーについて

サイドリフトアップシートを車内に格納する途中、助手席側スライドドアを全開
位置から動かすと、“ピーピー…”とブザーが鳴ります。（→P.38）

■ 紛失を防ぐために

取りはずした部品は袋に入れるなどして、紛失しないようにしてください。



点検・整備項目

119

6

6-1. 点検・整備項目
定期点検整備 .......................... 120



120 6-1. 点検・整備項目

故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿をA4サイズにコピーして使
用してください。

定期点検整備

※：空欄については点検および交換の必要はありません。

点検時期

点検整備項目

自家用車

備考

日

常

点

検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

交

換

時

期

（年）

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

スイッチ作動状態（引っかかり・異音がないこと）

○ ○

点検時期

ガタ（異音）がないこと

操作スイッチ

シート前後スライド
スイッチ

○ ○

シートリクライニン
グスイッチ

○ ○

収納・下降後のロック状態 ○

ブレーキ

介助ブレーキ

フロントハンド
ブレーキ

○

○

効き具合

ワイヤーの伸び・変形がな
いこと

車輪 損傷・ガタ・ゆるみがない
こと

○

リ
フ
タ
ー

スイッチ作動状態（引っかかり・異音がないこと）

○操作スイッチ サイドリフトアップシート
搭載時についても点検

ガタ（異音）がないこと収納・下降後のロック状態 ○
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6

点
検
・
整
備
項
目

消耗部品

サイドリフトアップシート用車輪、介助ブレーキ用ブレーキワイヤー、サ
イドリフトアップシート（脱着タイプ〈電動式〉）用バッテリー

消耗部品

次の部品は使用頻度・経年変化などにより、消耗・劣化する部品です。
点検時に摩耗や損傷状態を見て早めに交換してください。
交換作業はトヨタ販売店にお申し付けください。
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こんなときは（症状別さくいん）

スライドドアの開閉ができない

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

サイドリフトアップシート・リフターについて

● サイドリフトアップシートでシートベルトを着用していませんか？
 （→P.32, 34）
● 助手席側スライドドアが全開されていますか？
 （→P.32, 42, 49, 50）

サイドリフトアップシート・リフターの回転・昇降操作ができない

● 給油口が開いていませんか？（→P.45）

助手席側スライドドアが全開できない

● サイドリフトアップシート・リフターが回転中、障害物にあたってい
ませんか？（→P.37）

サイドリフトアップシート・リフターが少し反転して停止した

● サイドリフトアップシート・リフター格納時のロックが不完全です。
 （→P.48）

ブザーが鳴り、助手席側スライドドアが自動で閉まらない

● サイドリフトアップシート・リフターは車内に完全格納されています
か？（→P.20, 57）

サイドリフトアップシートの前後位置・リクライニング調整ができ
ない
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● サイドリフトアップシートの車輪が下降途中に障害物などにあたり、
サイドリフトアップシートとリフターのセット位置がずれています。

 （→P.45）

サイドリフトアップシート下降中、“ピー”とブザーが鳴ってサ
イドリフトアップシートが停止した

● サイドリフトアップシートとリフターのセット状態が不完全です。
 （→P.57）

サイドリフトアップシート上昇中、“ピー”とブザーが鳴ってサ
イドリフトアップシートが停止した・少し上昇して停止した

● サイドリフトアップシートの背もたれに大きな負荷がかかっていませ
んか？（→P.37）

● 断続的にスイッチを押していませんか？（→P.33）
● 引き出したサイドリフトアップシートがリフターのセンサー光の感知
範囲内にありませんか？（→P.48）

● ヒューズが切れていませんか？（→P.100）
● サイドリフトアップシート・リフター操作中に車両のバッテリー〈補
機バッテリー〉をはずしていませんか？（→P.18）

 サイドリフトアップシート・リフター操作中に車両のバッテリー〈補
機バッテリー〉をはずしたときは、リセット操作が必要になります。

 （→P.104）

サイドリフトアップシート・リフターが動かない、または作動中に
停止した

サイドリフトアップシートがリフターから引き出せない

● フロントハンドブレーキが押された状態になっていませんか？
 （→P.59）
● リフターが完全に下降していますか？（→P.43, 45）

● フットレストに力がくわわっています。（→P.45, 57）

フットレストの黄色マークが見えた状態で“ピー”とブザーが鳴
り、昇降途中に停止した
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サイドリフトアップシート（脱着タイプ〈電動式〉）のバッテリーについて

フル充電後の走行距離が短い

● 地形や温度、充電方法により、走行距離が短くなる場合があります。
 （→P.72）

バッテリー残量が自然に減る

● 自己放電による現象です。（→P.73）

バッテリーの充電が始まらない（充電中ランプ点滅）

● バッテリー保護のためバッテリー温度が0～40℃以外のときは充電
を開始しません。（→P.72）

充電完了しても容量表示ランプがすべて点灯しない

● バッテリーの劣化による現象です。（→P.74）

バッテリーの容量表示が不正確

● リフレッシュ充電のお知らせが出ていても充電し続けていませんか？
 （→P.76）
 リフレッシュ充電をしてください。（→P.70）

サイドリフトアップシートをリフターにセットできない

● リフターが完全に下降していますか？（→P.49, 51）

リフレッシュ充電が終わらない

● リフレッシュ充電は通常3～13時間かかります。（→P.73）
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バッテリー・充電器のランプが異常点滅する

● 充電中、バッテリーか充電器に異常が発生しています。（→P.71）

コントロールパネル※またはジョイスティック※を操作してもサイ
ドリフトアップシートが動かない

● サイドリフトアップシートがリフターから完全に取りはずされていま
すか？（→P.43, 44）

● サイドリフトアップシートの後輪のブレーキが解除されていますか？
 （→P.59）
● サイドリフトアップシートにバッテリーが装着されていますか？
 （→P.77）
● 手動／電動切替スイッチが「電動」になっていますか？（→P.61）
● コントロールパネルおよびジョイスティックの電源が入っています
か？（→P.62, 63）

● バッテリーあがりではありませんか？（→P.65, 68）

故障かな？と思ったら

● 「車から音が鳴ったときは（音さくいん）」（P.128）をご確認ください。

ブザーが鳴りだした

※：電動式のみ
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車から音が鳴ったときは（音さくいん）

サイドリフトアップシート・リフター操作時

次の状況のとき、車の状態や誤作動などをお知らせするためにブザーが
鳴ります。

状況 原因

操作スイッチを押した
とき

サイドリフトアップシート・リフター作動
開始

詳細

P.42
P.47
P.49
P.55

サイドリフトアップシート・リフターが車
外に下降時、サイドリフトアップシートが
脱着できる位置を検知

P.43
P.49

サイドリフトアップシート・リフターが車
内に格納完了

P.47
P.56

操作スイッチを押して
もサイドリフトアップ
シート・リフターが動
かないとき

助手席側スライドドアを全開にしないで操
作スイッチを押している P.32

サイドリフトアップシートでシートベルト
を着用したまま操作スイッチを押している

サイドリフトアップ
シートのリクライニン
グ作動が停止したとき

サイドリフトアップシートの背もたれに大
きな負荷がかかるなどリクライニング作動
がさまたげられた

P.37

P.32

サイドリフトアップ
シート・リフターが少
し反転して停止したと
き

サイドリフトアップシート・リフターが回
転中、障害物にあたるなどサイドリフト
アップシート・リフターの作動がさまたげ
られた

P.37

サイドリフトアップ
シート・リフターが上
昇または下降時に停止
したとき

サイドリフトアップシートとリフターの
セット状態が不完全

P.45
P.57



129車から音が鳴ったときは（音さくいん）

助手席側スライドドア操作時

状況 原因 詳細

P.48

P.48

パワースライドドアス
イッチを押しても助手
席側スライドドアが自
動で閉まらないとき

サイドリフトアップシート・リフターが完
全に格納されていない

助手席側スライドドア
を手動で全開位置から
動かしたとき

サイドリフトアップシート・リフターが完
全に格納されていない

サイドリフトアップシート（脱着タイプ〈電動式〉）を車いすとして使
用時

状況 原因 詳細

P.62
P.63

P.65

コントロールパネル／
ジョイスティックの電
源を入れて赤 LEDが１
回点滅したとき

電源ON状態

走行中にコントロー
ルパネル／ジョイス
ティックの赤 LEDが４
回点滅したとき

サイドリフトアップシートのバッテリーあ
がり



130 五十音順さくいん

五十音順さくいん

あ
アームレスト ................................... 25
安全なドライブのために
車いすの固定について .............. 17
サイドリフトアップシート
（脱着タイプ）について .......... 10
車両・車両のバッテリー
〈補機バッテリー〉について .. 18

安全にお使いいただくために
チャイルドシート ...................... 81

お
お手入れのしかた
サイドリフトアップシート・
リフターの手入れ ................... 96

こ
故障かな？とお考えになる前に
サイドリフトアップシート・
リフターが
動かないときは .................... 102
ヒューズの交換 ....................... 100

コントロールパネル
LED表示部 ................................ 62
各部の名称 .................................. 60
サイドリフトアップシートを
操作するときは ....................... 62
サイドリフトアップシートを
操作する前に ........................... 61
手動による移動のしかた ........... 64
前進／後進スイッチ .................. 62
速度切替スイッチ ...................... 62
速度の切りかえ方 ...................... 62
電源スイッチ .............................. 62
リフターにセットするときは ... 64

く
車いす
解除のしかた .............................. 93
収納可能なサイズ ...................... 85
収納・固定のしかた .................. 91 
収納・固定前の準備 .................. 84
出し入れする前に ...................... 84
ラゲージルーム内に収納・固定
しないときは ........................... 89
ラゲージルーム内に収納・固定
するときは ............................... 89

車いす固定ベルト ............................ 87

き
緊急時の対処法
サイドリフトアップシート・
リフターが車外に出た
状態で動かないときは ......... 104
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し
シート前後スライドスイッチ ........ 20
シートベルト ................................... 29
シートリクライニングスイッチ .... 20
自動メモリー機能 ............................ 57
車両のバッテリー〈補機バッテリー〉
の取り扱いについて ..................... 18
充電器
各部の名称 .................................. 67
充電中ランプ .............................. 68
手入れ ......................................... 97
電源コード .................................. 68
バッテリー挿し込み口 .............. 67
リフレッシュスイッチ .............. 70
リフレッシュランプ .................. 70

収納可能な車いすのサイズ ............ 85
手動／電動切替スイッチ ................ 61
手動車いす用固定装置 
解除のしかた .............................. 93
車いす固定ベルト ...................... 87
固定後、走行する前に .............. 93
収納・固定のしかた .................. 91

ジョイスティック
LED表示部 ................................ 63
各部の名称 .................................. 60
サイドリフトアップシートを
操作するときは ....................... 63
サイドリフトアップシートを
操作する前に ........................... 61
手動による移動のしかた ........... 64
速度スイッチ .............................. 63
速度の切りかえ方 ...................... 63
電源スイッチ .............................. 63
リフターにセットするときは ... 64

使用工具について ......................... 112
消耗部品 ........................................ 121

さ
サードシート
助手席側サードシート .............. 80

サイドリフトアップシート
（脱着タイプ）
アームレスト .............................. 25
動かないときは ....................... 102
車いすとして使用するときは ... 59
故障かな？と
お考えになる前に ................ 100
コントロールパネル .................. 60
作動条件 ...................................... 32
シート前後スライドスイッチ ... 20
シートベルト .............................. 29
シートリクライニング
スイッチ ................................... 20
自動メモリー機能 ...................... 57
車外に出すときは ...................... 42
車外に出た状態で
動かないときは .................... 104
車内にもどすときは .................. 54
ジョイスティック ...................... 60
乗降操作のしかた ...................... 34
スイッチを押しても
サイドリフトアップシート・
リフターが動かないとき ..... 112
操作スイッチ .............................. 32
操作をするときは ...................... 34
正しい乗車姿勢 .......................... 30
調整 ............................................. 20
電極部の手入れ .......................... 96
反射板の手入れ .......................... 96
フットレスト .............................. 27
ヘッドレスト .............................. 23
リセットについて ................... 104
リフターに押し込めない
ときは ....................................... 53
リフターへの装着 ...................... 52
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す
スイッチを押してもサイドリフト
アップシート・リフターが
動かないとき
サイドリフトアップシートが
リフターから取りはずせない
場合 ........................................ 115
サイドリフトアップシートが
リフターから取りはずせる
場合 ........................................ 112

Stop & Start システム ................ 37

は
バッテリー
各部の名称 .................................. 67
サイドリフトアップシートからの
取りはずし ............................... 78
サイドリフトアップシートへの
取り付け ................................... 77
残量チェック .............................. 70
充電 ............................................. 68
充電が終了したら ...................... 69
充電中に異常が生じた
ときは ....................................... 71
接続部 ......................................... 97
長期保管 ...................................... 72
手入れ ......................................... 97
取り扱い（車両のバッテリー
〈補機バッテリー〉）.................. 18
ヒューズ .............................. 67, 71
表示スイッチ .............................. 70
保護キャップ .............................. 76
容量表示ランプ .......................... 69
予備ヒューズ ...................... 67, 71
リサイクル .................................. 72
リフレッシュ充電 ...................... 70
リリースボタン .......................... 77

バッテリーカバー ............................ 77

そ

せ

走行性能 ........................................... 66
操作スイッチ ................................... 32

セカンドシート
運転席側セカンドシート ........... 79

た
正しい乗車姿勢................................ 30

ち
チャイルドシート
トップテザーアンカーを
使用するときは ....................... 81

て
定期点検整備記録簿 ...................... 巻末
点検・整備項目
消耗部品 ................................... 121
定期点検整備 ........................... 120

と
トップテザーアンカー .................... 81
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へ
ヘッドレスト ................................... 23

り
リセットについて ......................... 104
リフター
動かないときは ....................... 102
故障かな？と
お考えになる前に ................ 100
サイドリフトアップシートが
押し込めないときは ................ 53
サイドリフトアップシートの
装着 ........................................... 52
作動条件 ...................................... 32
車外に出すときは ...................... 49
車外に出た状態で
動かないときは .................... 104
車内にもどすときは .................. 47
スイッチを押しても
サイドリフトアップシート・
リフターが動かないとき ..... 112
操作スイッチ .............................. 32
操作をするときは ...................... 34
手入れ ......................................... 97
リセットについて ................... 104

ふ
ブザー ............................................... 38
フットレスト ................................... 27
ブレーキ
介助ブレーキ .............................. 59
フロントハンドブレーキ ........... 59

ひ
ヒューズ
位置 .......................................... 100
エンジンルーム内左側
ヒューズボックス ................ 101
リフター左側下部 ................... 100

ま
万一の場合には................................ 99
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